
学習指導要領の趣旨を踏まえた確かな学力の育成を図るとともに、生涯にわたる人格形成

の基礎を培う重要な時期である乳幼児期の教育など、子どもたちが多様な人々と協働して力

強く生きていくための基礎となる力を育みます。

また、豊かな心を育むため、人権教育を推進するとともに、体力の向上などにより、健や

かな体を育成します。

施策

① 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習指導の充実

② 読書活動の推進

③ 学校における人権教育の推進

④ 体力向上の推進

⑤ 学校保健、学校給食・食育の充実

⑥ 乳幼児期における教育及び保育の充実

⑦ キャリア教育・進路指導の充実

（令和７）年度の施策の展開

１ 確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進

※ 施策ごとに （令和７）年度の取組方針、主な取組、取組の進捗、参考について記

載しています。

※ 【主な取組】の見方

➢ 主な取組を取組主体別に記載しています。

■：山口県教育振興基本計画に示す主な取組

○：主な取組の柱

・：具体的な取組内容

新新： （令和７）年度の新規事業関連の取組

新： （令和７）年度の予算計上を伴わない新たな取組

拡： （令和７）年度の拡充する取組

➢ 予算の欄には、関連資料（令和７年度教育委員会当初予算の概要）のページ数を記載しています。

➢ 参考に説明資料等を掲載している取組や資料名には下線を引いています。

注 各施策の参考に記載している＜国参考資料＞及び＜県参考資料＞には、その他の関連資料、閲覧す

るためのＵＲＬや二次元コードを示しています。情報の更新等によりアクセスできなくなる可能性が

あります。

⑨ グローバルに活躍する人材の育成

６
豊かな学びを支える教育環
境の充実

㉑ 安心・安全で質の高い教育環境の整備

㉒ 学校安全の推進

㉓ 学校における働き方改革の推進

㉔ 教員確保と教職員の資質能力の向上

㉕ 多様な学びのニーズに応える特色ある学校づくり

㉖ 私立学校における特色ある教育の推進

４
学校・家庭・地域が連携・協
働した教育の推進

⑭ 地域連携教育の充実

⑮ 家庭教育支援の充実

⑯ 部活動改革の推進

５
生涯を通じた学びの充実

⑰ 社会教育の充実

⑱ 地域社会における人権教育の推進

⑲ 文化にふれあい親しむ環境づくりの推進

⑳ 「輝く、夢あふれるスポーツ元気県やまぐち」の実現に向けた取組の推進

２
新たな時代を創造する人材
を育む教育の推進

⑧ 教育ＤＸの推進

⑩ 新たな価値を創造する人材の育成

３
誰一人取り残されることのな
い教育の推進

⑪ いじめ・不登校等の諸課題への取組の充実

⑫ 特別支援教育の推進

⑬ 多様なニーズに応じた児童生徒への支援の充実

教育目標：　未来を拓く  たくましい「やまぐちっ子」の育成

１
確かな学力・豊かな心・健や
かな体を育む教育の推進

① 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習指導の充実

② 読書活動の推進

③ 学校における人権教育の推進

④ 体力向上の推進

⑤ 学校保健、学校給食・食育の充実

⑥ 乳幼児期における教育及び保育の充実

⑦ キャリア教育・進路指導の充実

コミュニティ・スクールの連携・協働体制を生かす

ＩＣＴ環境を生かす
施策の効果を高める共通の視点

（令和７）年度の施策の展開
１　確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進
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①① 主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びびのの実実現現にに向向けけたた学学習習指指導導のの充充実実
【 （令和７）年度の取組方針】

◆ 「やまぐち型地域連携教育」による家庭や地域との連携・協働を基盤として、「学校の組

織力の充実」「教員の授業力の向上」「学校・家庭・地域の連携力の強化」の３つの視点か

ら学習指導要領の趣旨を踏まえた教育活動の更なる充実を図り、これからの時代に求めら

れる資質・能力の育成に向けた体制づくりと授業改善を推進します。

◆ これまでの教育実践とＩＣＴとを最適に組み合わせ、全ての子どもたちの可能性を引き

出す「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けた取組を推進します。

◆ 確かな学力の育成に向け、地域社会や大学等と連携しつつ、現代社会の諸課題について

探究し、他者と協働して課題解決に取り組む機会や、学校・学年の枠を越えて、高校生が

切磋琢磨して学び合う機会を創出します。

【主な取組】 （担当課：義務教育課／高校教育課／教育情報化推進室）

主主なな取取組組とと内内容容 主主なな取取組組主主体体 予予算算

■ 「組織力」「授業力」「連携力」による確かな学力の定着と向上

○ 学校の組織力の充実

新新 「子どもの新たな学び」の実現に資する学校マネジメント力の強化
推進

・ 小学校専科加配教員の配置

県教委

市町教委

・ 「やまぐち学習支援プログラム」等を効果的に活用した組織的な学

習支援ときめ細かな学習指導体制づくり

・ 「学校・地域連携カリキュラム」を軸とした、教科等横断的な視点

からの教育課程編成など、学校・家庭・地域が一体となって取り組む

カリキュラム・マネジメントの推進

・ 全国学力・学習状況調査と山口県学力定着状況確認問題（ＣＢＴ）を

活用した全校体制での年間２回の検証改善サイクルの実施（小・中）

・ 学力向上に向けた校内研修と組織的・計画的な授業改善

学校

（小・中）

○ 教員の授業力の向上

・ 教師の学ぶ意欲やキャリアステージに応じた授業力の向上のための

研修の実施

拡 「個別最適な学び」の充実に向けた取組を推進するための「生成Ａ

Ｉを活用した家庭と学校の学びの好循環創出事業」の推進

県教委

市町教委

・ 「主体的・対話的で深い学び」の実現をめざしたＰＤＣＡサイクル

による授業改善

・ 自ら学習活動を振り返って自己の変容や伸びを自覚できる授業

づくり

・ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図る取組

・ やまぐち総合教育支援センター作成の教育プログラムや探究研修

モジュールを活用した探究的な学びの質の向上

・ 学習評価の手引き等を活用した指導と評価の一体化の工夫・改善（高）

学校

（小・中・高）

１　確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進
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○ 学校・家庭・地域の連携力の強化

・ 地域の人が授業づくりに関わるユニット型研修の促進（小・中）
県教委

市町教委

・ コミュニティ・スクールの連携・協働体制を生かした家庭・地域と

の連携・協働や学校間連携の充実

・ 学力課題や地域課題等の解決に向けた地域の教育資源を活用した教

育活動の充実

・ 学校運営協議会等での児童生徒が参画する熟議の実施（小・中）

・ 接続する学校や、幼児教育・保育施設等との連携による、発達の段

階に応じた指導方法の工夫改善

・ 高大連携や地域の人材を活用した取組の充実（高）

学校

（小・中・高）

■ ＰＤＣＡサイクルによる授業改善

○ 「全国学力・学習状況調査」と「山口県学力定着状況確認問題」を活用

した全校体制による年間２回の検証改善サイクルの徹底

・ 各種学力調査等のＣＢＴ化によるスピード感ある情報提供と全県の

学力課題の共有

・ 県・市町教育委員会の学校訪問等による各学校の課題解決に向けた

支援

県教委

市町教委

■ ＩＣＴを活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

○ ＩＣＴ活用指導力と授業力の向上

・ これまでの教育実践とＩＣＴの最適な組み合わせにより授業力の向

上を図る研修会の実施

・ １人１台タブレット端末の活用事例集の周知及び好事例の展開

県教委

市町教委

・ クラウドの強みを生かした教育活動の実施

・ デジタル教科書の活用

学校

（小・中）

■ 主体的に社会の形成に参画する態度の育成

○ 地域の関係機関や人材等を活用した主権者教育の推進

・ 高校生県議会への参加促進（高）

・ 主権者教育に関する教員研修の実施
県教委

・ 県選挙管理委員会及び市町選挙管理委員会等が実施する出前授業の

積極的活用

・ 県議会や市町議会が実施する議会訪問見学及び模擬議会への参加

学校

（小・中・高・特）

○ 地域の関係機関と連携した消費者教育の推進

・ 消費者教育に関する教員研修の実施

・ 山口県消費生活センター等が実施・提供する出前授業・教材の活用促進

県教委

市町教委

・ 家庭科の消費生活に関する内容を第２学年までに履修（高）

・ 消費者教育関係省庁作成の教材等を活用した授業の実施

・ 消費生活相談員や弁護士等の実務経験者等による出前授業の実施

学校

（小・中・高・特）

○ 学習指導要領に基づいた教科等横断的な環境教育の推進

・ 「やまぐちエコリーダースクール認証制度」を活用した環境教育の促進

・ 「環境教育推進計画」の活用促進
県教委

・ 環境マネジメントシステムを取り入れた取組の実施
学校

（小・中・高・特）

①① 主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びびのの実実現現にに向向けけたた学学習習指指導導のの充充実実
【 （令和７）年度の取組方針】

◆ 「やまぐち型地域連携教育」による家庭や地域との連携・協働を基盤として、「学校の組

織力の充実」「教員の授業力の向上」「学校・家庭・地域の連携力の強化」の３つの視点か

ら学習指導要領の趣旨を踏まえた教育活動の更なる充実を図り、これからの時代に求めら

れる資質・能力の育成に向けた体制づくりと授業改善を推進します。

◆ これまでの教育実践とＩＣＴとを最適に組み合わせ、全ての子どもたちの可能性を引き

出す「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けた取組を推進します。

◆ 確かな学力の育成に向け、地域社会や大学等と連携しつつ、現代社会の諸課題について

探究し、他者と協働して課題解決に取り組む機会や、学校・学年の枠を越えて、高校生が

切磋琢磨して学び合う機会を創出します。

【主な取組】 （担当課：義務教育課／高校教育課／教育情報化推進室）

主主なな取取組組とと内内容容 主主なな取取組組主主体体 予予算算

■ 「組織力」「授業力」「連携力」による確かな学力の定着と向上

○ 学校の組織力の充実

新新 「子どもの新たな学び」の実現に資する学校マネジメント力の強化
推進

・ 小学校専科加配教員の配置

県教委

市町教委

・ 「やまぐち学習支援プログラム」等を効果的に活用した組織的な学

習支援ときめ細かな学習指導体制づくり

・ 「学校・地域連携カリキュラム」を軸とした、教科等横断的な視点

からの教育課程編成など、学校・家庭・地域が一体となって取り組む

カリキュラム・マネジメントの推進

・ 全国学力・学習状況調査と山口県学力定着状況確認問題（ＣＢＴ）を

活用した全校体制での年間２回の検証改善サイクルの実施（小・中）

・ 学力向上に向けた校内研修と組織的・計画的な授業改善

学校

（小・中）

○ 教員の授業力の向上

・ 教師の学ぶ意欲やキャリアステージに応じた授業力の向上のための

研修の実施

拡 「個別最適な学び」の充実に向けた取組を推進するための「生成Ａ

Ｉを活用した家庭と学校の学びの好循環創出事業」の推進

県教委

市町教委

・ 「主体的・対話的で深い学び」の実現をめざしたＰＤＣＡサイクル

による授業改善

・ 自ら学習活動を振り返って自己の変容や伸びを自覚できる授業

づくり

・ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図る取組

・ やまぐち総合教育支援センター作成の教育プログラムや探究研修

モジュールを活用した探究的な学びの質の向上

・ 学習評価の手引き等を活用した指導と評価の一体化の工夫・改善（高）

学校

（小・中・高）

１　確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進
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主な指標
基準値

計画策定時
最最新新値値 目標値

令和９ 年度

「全国学力・学習状況調査」の全国

平均との差（公立小・中学校）

小国
小算

※ ％（ ％）
％（ ％）
令和５ 年度

※※ ％％（（ ％％））
％％（（ ％％））
令令和和６６ 年年度度

全国平均を３ポ
イント上回る

中国
中数

※ ％（ ％）
％（ ％）
令和５ 年度

※※ ％％（（ ％％））
％％（（ ％％））
令令和和６６ 年年度度

全国平均を３ポ
イント上回る

勉強が「好き」「どちらかといえば好き」であ

る児童生徒の割合（公立小・中学校）

小 ％

中 ％
令和５ 年度

小小 ％％

中中 ％％
令令和和６６ 年年度度

％

コンピュータなどのＩＣＴ機器を学級の友

達と意見交換する場面で週３回以上使用す

る児童生徒の割合（公立小・中学校）

小５ ％

小６ ％

中１ ％

中２ ％
令和４ 年度

小小５５ ％％

小小６６ ％％

中中１１ ％％

中中２２ ％％
令令和和６６ 年年度度

％

課題の解決に向けて、自分で考え、自分から

取り組む児童生徒の割合（公立小・中学校）

小 ％

中 ％
令和５ 年度

小小 ％％

中中 ％％
令令和和６６ 年年度度

％

学校の枠を越えて高校生が学び合う活動に

取り組んだ学校の割合（県立高等学校等）
％

令和４ 年度

％％
令令和和５５ 年年度度

地域の関係機関や人材等を活用した主権者

教育又は消費者教育を行っている学校の割

合（県立高等学校等）

％
令和４ 年度

％％
令令和和５５ 年年度度

※都道府県等における各区分の平均正答率は整数値、（ ）内は全国値。

○ ＳＤＧｓの趣旨を踏まえた持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）の

推進

・ カーボンニュートラルの実現に向けて先進的に取り組む企業との連

携による教育活動の促進（高）

県教委

■ 高校生が切磋琢磨して学び合う機会の創出

○ 現代社会の諸課題の解決等について探究するセミナーの開催

・ 医師を志す高校生が地域医療の課題等について学び合うセミナーの開催

・ 高校生が社会問題や地域課題の解決等についてグループディスカッ

ション等を通じて学びを深めるセミナーの開催

県教委

○ 全県合同のハイレベル課外授業等の実施

・ 選抜性の高い大学や医学部への進学をめざす高校生が学び合う課外

授業の実施

・ 東京大学先端科学技術研究センター等と連携した先端研究を体感す

るハイレベル・プログラムの実施

・ １人１台タブレット端末を活用したオンライン講座の配信

・ 複数校へ同時配信することで、学校・学科の枠を越えた学びの場を提供

県教委

・ 生徒の資格取得に向けたオンライン講座の活用
学校

（高・特）

取取組組のの進進捗捗 pp--dd--CChheecckk--aa  

１　確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進
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小・中学校における取組

「やまぐち型地域連携教育」による家庭や地域との連携・協働を基盤とし、「学校の組織力の

充実」「教員の授業力の向上」「学校・家庭・地域の連携力の強化」の視点から学習指導要領の

趣旨を踏まえた教育活動の更なる充実を図り、「地域の担い手」となる子どもたちがこれからの

時代に求められる資質・能力を身に付けることができる体制づくりと授業改善を推進します。

「子どもの新たな学び」の実現に資する学校マネジメント力の強化推進

子どもが新たな時代に社会で活躍するために必要な力を身に付けることをめざし、校長等の

マネジメント力の強化により、教員同士が学び合う環境を構築し、子どもの新たな学びを実現

します。

自立した学習者の育成 ～これからの時代に求められる資質・能力を育む学びを～

○「やまぐち学習支援プログラム」等を
効果的に活用したきめ細かな学習指導の
充実
【学校の取組】全校体制による計画的・継
続的な補充学習等の実施

○組織的・継続的な年間２回の検証改善
サイクル（ ）の徹底
【学校の取組】各種学力調査等の結果分析
（特に誤答分析）に基づいた全校体制での
組織的・継続的な手立ての確立

○学校・家庭・地域によるカリキュラム・
マネジメントの推進
【学校の取組】求められる資質・能力を明
確にした「学校・地域連携カリキュラム」
を活用したカリキュラム・マネジメント

○学びの充実のための熟議を通した主体者
意識の醸成
【学校の取組】児童生徒参画型の「学力に
関する熟議」の充実

○コミュニティ・スクールを核とした
家庭・地域との連携・協働体制の充実
【学校の取組】「学校・地域連携カリキュ
ラム」の更新や改善と、地域の教育資源を
積極的に活用した教育活動の展開

○学校間や地域との連携・協働による
キャリア教育の推進
【学校の取組】接続する学校や幼児教育・
保育を含めた地域との連携・協働による、
身近な大人や先輩の生き方・考え方に触れ
る機会の充実

○「主体的・対話的で深い学びの実現」
と「自らの学習を調整する力の育成」を
めざした授業改善
【学校の取組】めざす子どもの姿から考え
る「引き出したい振り返り」を意識した
授業づくり

○「個別最適な学び」と「協働的な学び」
の一体的な充実を図る取組の推進
【学校の取組】「基盤的なツール」として
のＩＣＴ利活用を含む、全ての子どもたち
の可能性を引き出す授業づくり

○教員の学ぶ意欲やキャリアステージに
応じた資質能力の向上を図る取組の推進
【学校の取組】授業の構想力・運営力・改
善力、支持的風土に満ちた集団づくりなど
授業力を高めるための研修の取組及び成果
の還元・普及

学校・家庭・地域の連携力の強化教員の授業力の向上学校の組織力の充実

自
己
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キャリア教育の視点

「やまぐちPRIDE」の醸成

「「組組織織力力」」「「授授業業力力」」「「連連携携力力」」にによよるる確確かかなな学学力力のの定定着着とと向向上上

担当：義務教育課／高校教育課

参参考考

主な指標
基準値

計画策定時
最最新新値値 目標値

令和９ 年度

「全国学力・学習状況調査」の全国

平均との差（公立小・中学校）

小国
小算

※ ％（ ％）
％（ ％）
令和５ 年度

※※ ％％（（ ％％））
％％（（ ％％））
令令和和６６ 年年度度

全国平均を３ポ
イント上回る

中国
中数

※ ％（ ％）
％（ ％）
令和５ 年度

※※ ％％（（ ％％））
％％（（ ％％））
令令和和６６ 年年度度

全国平均を３ポ
イント上回る

勉強が「好き」「どちらかといえば好き」であ

る児童生徒の割合（公立小・中学校）

小 ％

中 ％
令和５ 年度

小小 ％％

中中 ％％
令令和和６６ 年年度度

％

コンピュータなどのＩＣＴ機器を学級の友

達と意見交換する場面で週３回以上使用す

る児童生徒の割合（公立小・中学校）

小５ ％

小６ ％

中１ ％

中２ ％
令和４ 年度

小小５５ ％％

小小６６ ％％

中中１１ ％％

中中２２ ％％
令令和和６６ 年年度度

％

課題の解決に向けて、自分で考え、自分から

取り組む児童生徒の割合（公立小・中学校）

小 ％

中 ％
令和５ 年度

小小 ％％

中中 ％％
令令和和６６ 年年度度

％

学校の枠を越えて高校生が学び合う活動に

取り組んだ学校の割合（県立高等学校等）
％

令和４ 年度

％％
令令和和５５ 年年度度

地域の関係機関や人材等を活用した主権者

教育又は消費者教育を行っている学校の割

合（県立高等学校等）

％
令和４ 年度

％％
令令和和５５ 年年度度

※都道府県等における各区分の平均正答率は整数値、（ ）内は全国値。

○ ＳＤＧｓの趣旨を踏まえた持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）の

推進

・ カーボンニュートラルの実現に向けて先進的に取り組む企業との連

携による教育活動の促進（高）

県教委

■ 高校生が切磋琢磨して学び合う機会の創出

○ 現代社会の諸課題の解決等について探究するセミナーの開催

・ 医師を志す高校生が地域医療の課題等について学び合うセミナーの開催

・ 高校生が社会問題や地域課題の解決等についてグループディスカッ

ション等を通じて学びを深めるセミナーの開催

県教委

○ 全県合同のハイレベル課外授業等の実施

・ 選抜性の高い大学や医学部への進学をめざす高校生が学び合う課外

授業の実施

・ 東京大学先端科学技術研究センター等と連携した先端研究を体感す

るハイレベル・プログラムの実施

・ １人１台タブレット端末を活用したオンライン講座の配信

・ 複数校へ同時配信することで、学校・学科の枠を越えた学びの場を提供

県教委

・ 生徒の資格取得に向けたオンライン講座の活用
学校

（高・特）
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１　確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進
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生成 を活用した家庭と学校の学びの好循環創出事業
目的 すべての児童生徒に求められる資質・能力の育成を図るため、生成 ・学習アシスタントアプリを活用することで、家庭にお

ける「学び」と学校における「学び」の好循環の創出をめざす。

もっと知りたい、
調べたい、追究したい！

主体的に学習に取り組む態度の育成

家庭
授業の予習・復習に
取り組みたい！

〇県内の公立中学校に「生成 ・学習アシスタントアプリ」を提供し、個に応じた家庭学習の支援を充実さ
せる。（ はモデル校 校、 は県内全公立中学校）

期待される効果

〇日々の授業の疑問や不安を解消、個別指
導の実現

〇学び直しへの活用、段階的に知識・技能の
定着

〇問題解決の方法や考え方の習得

基礎的・基本的な学力の定着
思考力・判断力・表現力等の伸長より豊かな学びの創出

生成 活用に係る研修

学校

☆家庭における「学び」の充実 ～１人１台端末を活用した個別最適な家庭学習～

教職員の資質の向上

教職員の
負担軽減

授業の
充実

すべての生徒に学習機会を保障

中学生
小学生

やまぐちっ子学習プリント
の効果的な活用

地域の学び場における学
び直し・補充学習

デジタルドリル等の積極
的活用

生成ＡＩ・学習ア
シスタントアプリ

で
学習に関する
質問や相談

計画的に家庭学習に取り組む生徒の増加

自分のペースで
学びたい、克服したい！

望ましい家庭学習習慣

育てたい子どもの資質・能力

生成 を活用した家庭学習
の在り方・方策

学校・家庭・地域の支援

〇教員、保護者、有識者をメンバーとし、有効な家庭学習や学びの在り方について協議する機関
〇年間３回の協議会を開催
〇必要に応じて、小中学生も協議に参加し、児童・生徒の家庭や学校における学び現状や当事者の思いや
考えを把握

やまぐちっ子家庭学習推進協議会

協
議
内
容

「生成ＡＩを活用した家庭と学校の学びの好循環創出事業」による「個別最適な学び」の充実に向けた取組の推進

すべての児童生徒に求められる資質・能力の育成を図るため、生成ＡＩ・学習アシスタント

アプリを活用することで、家庭における「学び」と学校における「学び」の好循環の創出をめ

ざします。令和７年度に県内全公立中学校へアプリを一斉導入することで、令和８年度以降の

各市町における同様の取組の普及を図ります。

＜＜県県参参考考資資料料＞＞

義務教育課「やまぐちっ子の学力を育む検証・改善委員会からの提言」

義務教育課「社会に開かれた教育課程の実現に向けたカリキュラム・マネジメント

（カリキュラム・マネジメントの手引き 理論編／実践編 」

義務教育課「ＩＣＴ活用指導力の向上に向けて（やまぐちっ子ＩＣＴ活用事例集 ～ ）」

義務教育課「各教科における「指導と評価の一体化」のための学習評価のポイント」

１　確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進
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高等学校等における取組

「「主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びびのの実実現現」」にに向向けけてて

指指導導とと評評価価のの一一体体化化にに向向けけてて

教師が指導の改善を図るとともに、生徒自身が自らの学習を振り返って次の学習に向かうこ

とができるようにすることが「指導と評価の一体化」です。

＜＜県県参参考考資資料料＞＞

高校教育課「高等学校における学習評価の手引き～「指導と評価の一体化」の推進に向けて～」（Ｒ３）

生徒に必要な資質・能力を効果的に育成するためには、教科等の目標及び内容と学習評
価とを一体的に検討することが重要であり、授業の改善と評価の改善を両輪として行って
いくこと（指導と評価の一体化）が求められています。

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を行うことで、学校教育におけ
る質の高い学びを実現し、学習内容を深く理解し、資質・能力を身に付け、生涯にわたっ
て能動的（アクティブ）に学び続けるようにすることが求められています。

生成 を活用した家庭と学校の学びの好循環創出事業
目的 すべての児童生徒に求められる資質・能力の育成を図るため、生成 ・学習アシスタントアプリを活用することで、家庭にお

ける「学び」と学校における「学び」の好循環の創出をめざす。

もっと知りたい、
調べたい、追究したい！

主体的に学習に取り組む態度の育成

家庭
授業の予習・復習に
取り組みたい！

〇県内の公立中学校に「生成 ・学習アシスタントアプリ」を提供し、個に応じた家庭学習の支援を充実さ
せる。（ はモデル校 校、 は県内全公立中学校）

期待される効果

〇日々の授業の疑問や不安を解消、個別指
導の実現

〇学び直しへの活用、段階的に知識・技能の
定着

〇問題解決の方法や考え方の習得

基礎的・基本的な学力の定着
思考力・判断力・表現力等の伸長より豊かな学びの創出

生成 活用に係る研修

学校

☆家庭における「学び」の充実 ～１人１台端末を活用した個別最適な家庭学習～

教職員の資質の向上

教職員の
負担軽減

授業の
充実

すべての生徒に学習機会を保障

中学生
小学生

やまぐちっ子学習プリント
の効果的な活用

地域の学び場における学
び直し・補充学習

デジタルドリル等の積極
的活用

生成ＡＩ・学習ア
シスタントアプリ

で
学習に関する
質問や相談

計画的に家庭学習に取り組む生徒の増加

自分のペースで
学びたい、克服したい！

望ましい家庭学習習慣

育てたい子どもの資質・能力

生成 を活用した家庭学習
の在り方・方策

学校・家庭・地域の支援

〇教員、保護者、有識者をメンバーとし、有効な家庭学習や学びの在り方について協議する機関
〇年間３回の協議会を開催
〇必要に応じて、小中学生も協議に参加し、児童・生徒の家庭や学校における学び現状や当事者の思いや
考えを把握

やまぐちっ子家庭学習推進協議会

協
議
内
容

「生成ＡＩを活用した家庭と学校の学びの好循環創出事業」による「個別最適な学び」の充実に向けた取組の推進

すべての児童生徒に求められる資質・能力の育成を図るため、生成ＡＩ・学習アシスタント

アプリを活用することで、家庭における「学び」と学校における「学び」の好循環の創出をめ

ざします。令和７年度に県内全公立中学校へアプリを一斉導入することで、令和８年度以降の

各市町における同様の取組の普及を図ります。

＜＜県県参参考考資資料料＞＞

義務教育課「やまぐちっ子の学力を育む検証・改善委員会からの提言」

義務教育課「社会に開かれた教育課程の実現に向けたカリキュラム・マネジメント

（カリキュラム・マネジメントの手引き 理論編／実践編 」

義務教育課「ＩＣＴ活用指導力の向上に向けて（やまぐちっ子ＩＣＴ活用事例集 ～ ）」

義務教育課「各教科における「指導と評価の一体化」のための学習評価のポイント」

１　確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進
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①知識・概念を習得する、②地域社会に参加する、③自分で考え判断する、そして④投票に

向けて準備する、の４つの視点から、主権者教育を「積極的に」「効果的に」「公正に」推進し、

自ら考え判断し、行動する高い資質をもった有権者を育成します。

各教科の学習内容と関連付けて教科等横断的に取り組むとともに、学校行事や児童生徒会活

動との関連性を図ります。

＜＜県県参参考考資資料料＞＞

高校教育課「エコリーダースクール・トップページ」

主主権権者者教教育育のの推推進進 担当：高校教育課／義務教育課／学校安全・体育課／教職員課

環環境境教教育育のの推推進進 担当：高校教育課／義務教育課

【やまぐちエコリーダースクールとは】
環境教育に関する活動に環境マネジメントシステム（ＰＤＣＡサイクル）の手法を取り入れた取組

を行い、県教委が「やまぐちエコリーダースクール」と認証した学校です。

＜例＞世世界界平平和和とと人人類類のの福福祉祉のの増増大大 
 地球環境、資源・エネルギー、貧困   
などの課題の解決のために経済的、技術
的な協力が大切であること 
を理解すること。 

 （中学校社会） 

学習活 動宣言に基づく実践活動

○△学校 
１ 空き教室の照明のスイッチ
をこまめに切ります。 
２ 手洗い・歯磨きの水を節約
します。 

行動宣言 

やまぐちエコリーダー
スクールでは・・・

他校への成果の普及
家庭・地域での
環境保全活動の充実

実実践践活活動動へへのの応応用用

実実践践にに基基づづくく学学習習

１　確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進
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ややままぐぐちちのの未未来来をを創創るる！！フフロロンントトラランンナナーー育育成成事事業業
同じ志を持つ高校生が集まり、現代社会の諸課題の解決等について探究するセミナーや学習

意欲の高い高校生を対象とした全県合同のハイレベル課外授業を実施します。

ＩＩＣＣＴＴ環環境境をを活活用用ししたた資資格格取取得得のの促促進進
１人１台タブレット端末を活用したオンライン講座を実施し、学校・学科の枠を越えた学び

の場や機会を創出します。

■ オンラインによる講座配信

高高校校生生がが切切磋磋琢琢磨磨ししてて学学びび合合うう機機会会のの創創出出 担当：高校教育課

実 施 校

・ 県立高等学校（職業に関する学科・総合学科）

・ 県立特別支援学校（就業実践科）

高い専門性を有した講師による講座

【県内企業の技術者、大学・専門学校等の教員】

オオンンラライインン

配配 信信

参 加 校

・ 県立高等学校

・ 県立下関中等教育学校

・ 県立特別支援学校

資格取得に向けた学習

メメデディィカカルル・・フフロロンントトラランンナナーー育育成成ココーースス
医医学学部部医医学学科科志志望望者者対対象象

県県立立高高校校生生６６００名名程程度度

地地域域医医療療探探究究セセミミナナーー  未未来来社社会会創創造造セセミミナナーー  

ドドリリカカムムゼゼミミ（（共共通通））  

選選抜抜性性のの高高いい大大学学志志望望者者対対象象

県県立立高高校校生生６６００名名程程度度

・ 医学部教授、医師等による地域

医療についての講義・演習

※ 山口大学医学部と連携

・ 有識者等による地域課題の解決や

未来社会の創造をテーマとした講

義・演習

・ 東大先端研と連携した体験プログ

ラム、大学生との交流

・ 東大先端研によるオンライン講座、

東大先端研訪問

・ 対面講座とオンライン講座を組み合わせたハイレベル課外授業

先先端端研研究究体体験験ププロロググララムム  オオンンラライインン ププララスス アアウウトトリリーーチチ  

①知識・概念を習得する、②地域社会に参加する、③自分で考え判断する、そして④投票に

向けて準備する、の４つの視点から、主権者教育を「積極的に」「効果的に」「公正に」推進し、

自ら考え判断し、行動する高い資質をもった有権者を育成します。

各教科の学習内容と関連付けて教科等横断的に取り組むとともに、学校行事や児童生徒会活

動との関連性を図ります。

＜＜県県参参考考資資料料＞＞

高校教育課「エコリーダースクール・トップページ」

主主権権者者教教育育のの推推進進 担当：高校教育課／義務教育課／学校安全・体育課／教職員課

環環境境教教育育のの推推進進 担当：高校教育課／義務教育課

【やまぐちエコリーダースクールとは】
環境教育に関する活動に環境マネジメントシステム（ＰＤＣＡサイクル）の手法を取り入れた取組

を行い、県教委が「やまぐちエコリーダースクール」と認証した学校です。

＜例＞世世界界平平和和とと人人類類のの福福祉祉のの増増大大 
 地球環境、資源・エネルギー、貧困   
などの課題の解決のために経済的、技術
的な協力が大切であること 
を理解すること。 

 （中学校社会） 

学習活 動宣言に基づく実践活動

○△学校 
１ 空き教室の照明のスイッチ
をこまめに切ります。 
２ 手洗い・歯磨きの水を節約
します。 

行動宣言 

やまぐちエコリーダー
スクールでは・・・

他校への成果の普及
家庭・地域での
環境保全活動の充実

実実践践活活動動へへのの応応用用

実実践践にに基基づづくく学学習習

１　確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進
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②② 読読書書活活動動のの推推進進
【 （令和７）年度の取組方針】

◆ 読書が好きと感じている児童生徒の割合を増やすため、本や活字に親しむ機会を提供す

るとともに、読書の習慣化に向けた取組を充実し、その取組を広く県民に周知します。

◆ 研修や講座等を通して、子どもと本をつなぐ人材の育成や、資料・情報の提供を推進す

る「山口県子ども読書支援センター」の取組を促進します。

◆ 県立図書館や学校図書館の図書資料の充実を図り、多様な子どもたちが読書活動に親し

むことができる読書環境の整備を促進します。

【主な取組】（担当課：地域連携教育推進課／義務教育課／高校教育課／特別支援教育推進室／乳幼児の育ちと学び支援センター）

主主なな取取組組とと内内容容 主主なな取取組組主主体体 予予算算

■ 本や活字に親しむ読書活動の推進

○ 読み聞かせや読書会、ブックトーク等、本に親しむ機会の充実

・ 「乳幼児期からの読書活動応援事業」による幼稚園・保育所等への

絵本、図鑑等の貸出し等の実施
県教委

・ 読書の時間などの全校体制による読書活動の実施
学校

小・中

・ 読書ボランティアと連携した読み聞かせやブックトーク等の実施
幼保等
学校
小・中

○ 児童生徒が主体となった読書イベントの実施

・ 推薦図書の紹介や図書の展示の工夫等、委員会活動の活性化

・ 「ライぶらり※１」「読書会」「ビブリオバトル」等の取組の実施

学校

（小・中・高）

○ 県立図書館における子どもの読書イベントの実施

・ 「おはなし会」の開催

・ 「こどもの読書週間」や夏休み等における子ども向け行事の開催

県教委

○ 家庭・地域と連携した読書活動の推進

・ 読書ボランティアと連携した「おはなし会」等、子ども向け行事の

開催

県教委

市町教委

■ 山口県子ども読書支援センターによる取組

○ 「ライぶらり」の普及・充実による読書活動の推進

・ 図書館と出会う読書活動「ライぶらり」の推進
県教委

○ メールマガジン配信や優れた取組の紹介による情報提供の充実

・ メールマガジン「本はともだち」の配信

・ ホームページやＳＮＳを活用した情報発信

県教委

○ 学校等と連携した本や活字に親しむ機会の提供

・ 「子どもと本をつなぐスキルアップ講座」の開催

・ 「学校図書館セミナー」の開催

・ 「乳幼児期における読書習慣の定着に向けた研修会」の開催

・ 「新刊児童書閲覧会」の開催

・ 「出前こどもとしょかん」の実施

・ 学校や読書ボランティア団体等への「団体貸出」の実施

・ 講師の派遣や学校図書館運営に係る相談対応

県教委

１　確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進
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※１ ライぶらり：学校図書館の蔵書を活用した図書館探検の手法。児童・生徒の主体的・対話的な読書活動を

推進するため、平成 年度に山口県子ども読書支援センターにおいて考案

※２ 第６次「学校図書館図書整備等５か年計画」：令和４年度から令和８年度までを対象期間とする公立小中学

校等の学校図書館における、学校図書館図書標準の達成、計画的な図書の更新、新聞の複数紙配備、学校司書

の配置拡充が図られることを目的に策定

※３ アクセシブルな書籍：「読書バリアフリー法」第２条第２項の「視覚障害者等が利用しやすい書籍」で、

点字図書、拡大図書、録音図書、さわる絵本、布の絵本等、視覚障害者等が、その内容を容易に認識すること

ができる書籍や電子書籍

※４ マルチメディアデイジー：視覚障害や学習障害などで読むことが困難な方のための、パソコン等により文字・

音声・画像を同時に再生できる図書（マルチメディアデイジー図書）の国際規格（「デイジー（ＤＡＩＳＹ）」

は （誰もが使いやすい情報システム）の略）

主な指標
基準値

計画策定時
最最新新値値 目標値

令和９ 年度

読書が好きと感じている児童生徒の割合

（公立小・中学校）

小

中

令和４ 年度

小小

中中

令令和和５５ 年年度度

小 ％

中 ％

学校以外で、月に１冊も本 漫画本を除く を

読まない児童生徒の割合

小

中

令和４ 年度

小小

中中

令令和和５５ 年年度度

小 ％

中 ％

県立図書館における児童書貸出冊数
冊

令和４ 年度

冊冊

令令和和５５ 年年度度
冊

県立図書館の電子図書館サービス閲覧数
件

令和４ 年度

件件

令令和和５５ 年年度度
件

■ 読書活動の推進に向けた環境の整備

○ 第６次「学校図書館図書整備等５か年計画」※２に基づいた図書資料の整備の促進

・ 子どもの読書活動関連資料の整備・充実
県教委

市町教委

・ 第６次「学校図書館図書整備等５か年計画」に基づく図書や新聞の

整備や充実

・ 様々な興味・関心に応じた魅力的な学校図書館資料の整備・充実

学校

（小・中・高）

○ デジタル端末で本や活字に親しむことができる環境の整備

・ 県立図書館電子図書館サービスの活用促進
県教委

○ 司書教諭や学校司書の配置促進及び資質向上研修の充実

・ 司書教諭配置の促進及び司書教諭等研修会における司書教諭と学校

司書の役割等に関する研修の充実

県教委

市町教委

■ 視覚障害者等の読書環境の整備

○ アクセシブルな書籍※３等の充実及び利用に向けたサービスの周知

・ マルチメディアデイジー※４図書等の資料収集や利用に関する情報の

発信

県教委

市町教委

取取組組のの進進捗捗 pp--dd--CChheecckk--aa  

②② 読読書書活活動動のの推推進進
【 （令和７）年度の取組方針】

◆ 読書が好きと感じている児童生徒の割合を増やすため、本や活字に親しむ機会を提供す

るとともに、読書の習慣化に向けた取組を充実し、その取組を広く県民に周知します。

◆ 研修や講座等を通して、子どもと本をつなぐ人材の育成や、資料・情報の提供を推進す

る「山口県子ども読書支援センター」の取組を促進します。

◆ 県立図書館や学校図書館の図書資料の充実を図り、多様な子どもたちが読書活動に親し

むことができる読書環境の整備を促進します。

【主な取組】（担当課：地域連携教育推進課／義務教育課／高校教育課／特別支援教育推進室／乳幼児の育ちと学び支援センター）

主主なな取取組組とと内内容容 主主なな取取組組主主体体 予予算算

■ 本や活字に親しむ読書活動の推進

○ 読み聞かせや読書会、ブックトーク等、本に親しむ機会の充実

・ 「乳幼児期からの読書活動応援事業」による幼稚園・保育所等への

絵本、図鑑等の貸出し等の実施
県教委

・ 読書の時間などの全校体制による読書活動の実施
学校

小・中

・ 読書ボランティアと連携した読み聞かせやブックトーク等の実施
幼保等
学校
小・中

○ 児童生徒が主体となった読書イベントの実施

・ 推薦図書の紹介や図書の展示の工夫等、委員会活動の活性化

・ 「ライぶらり※１」「読書会」「ビブリオバトル」等の取組の実施

学校

（小・中・高）

○ 県立図書館における子どもの読書イベントの実施

・ 「おはなし会」の開催

・ 「こどもの読書週間」や夏休み等における子ども向け行事の開催

県教委

○ 家庭・地域と連携した読書活動の推進

・ 読書ボランティアと連携した「おはなし会」等、子ども向け行事の

開催

県教委

市町教委

■ 山口県子ども読書支援センターによる取組

○ 「ライぶらり」の普及・充実による読書活動の推進

・ 図書館と出会う読書活動「ライぶらり」の推進
県教委

○ メールマガジン配信や優れた取組の紹介による情報提供の充実

・ メールマガジン「本はともだち」の配信

・ ホームページやＳＮＳを活用した情報発信

県教委

○ 学校等と連携した本や活字に親しむ機会の提供

・ 「子どもと本をつなぐスキルアップ講座」の開催

・ 「学校図書館セミナー」の開催

・ 「乳幼児期における読書習慣の定着に向けた研修会」の開催

・ 「新刊児童書閲覧会」の開催

・ 「出前こどもとしょかん」の実施

・ 学校や読書ボランティア団体等への「団体貸出」の実施

・ 講師の派遣や学校図書館運営に係る相談対応

県教委

１　確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進
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全ての子どもたちが、生涯にわたる読書習慣を身に付けられるよう家庭、地域、学校、公立図書館等

が連携・協働し、社会全体で子どもの主体的な読書活動を推進します。

絵本の配達便

県立図書館司書が選んだ絵本等を貸し出すことで、幼稚園や保育所等の図書の環境整備や読み聞かせ

に対する意識を醸成し、乳幼児期からの読書習慣を定着させ、子どもたちの不読率の低減を図ります。

＜＜国国参参考考資資料料＞＞
文部科学省 第五次「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」（Ｒ５ ３ 閣議決定）

＜＜県県参参考考資資料料＞＞
地域連携教育推進課「山口県子ども読書活動推進計画第５次計画（概要・全文）」（Ｒ６ ３ 策定）

参参考考

〇 美しい言葉やリズミカルな文章、力強い絵など、子どもたちが喜んできた絵本
○ 発達の段階に応じた読み聞かせに適した絵本
○ 物語だけでなく、図鑑や科学絵本も選書

図図書書館館司司書書がが良良質質なな絵絵本本をを選選書書

「「絵絵本本のの配配達達便便」」をを通通ししてて本本やや活活字字にに触触れれるる機機会会をを創創出出

読書環境の整備や読み聞かせに対する意識を醸成し、
乳幼児期からの読書習慣を定着

〇 希望する幼稚園、保育所等に絵本セットを２か月間貸出
○ ２か月ごとに次の園に配送することで、多くの園にお届け（配送料の負担なし）

子子どどももたたちちのの不不読読率率のの低低減減

家庭・地域・学校等が連携した社会総がかりによる読書活動の推進

学 校
○ 読書活動の推進
○ 授業での学校図書館等の活用促進
○ 学校図書館の環境整備 等

家 庭
○ 読み聞かせや親子読書の取組

○ 公立図書館等の活用
○ 読書イベント等への参加 等

地 域
〇 公民館等での読み聞かせ等の実施

○ 読書ボランティア活動への参加
○ ネットワーク化の推進 等

公立図書館
○ 読書機会の確保 〇 読書環境の整備 〇 読書活動の推進 〇 図書館資料の充実と提供

〇 読書に親しむ機会の提供 〇 学校、幼稚園・保育所等に対する支援 等

山口県子ども読書支援センター
○ 読書ボランティア、図書館司書、学校図書館関係者、教員等を対象とした研修会の開催
○ 講師派遣や学校図書館運営に係る相談 ○ ホームページやメールマガジンによる情報提供
○ 「出前こどもとしょかん」や「おはなし会」等の子ども向け行事の開催 ○ 団体貸出 等

県・市町教育委員会
○ 「子ども読書活動推進計画」策定 ○ 公立図書館の整備・充実 ○ 司書教諭等の配置促進と研修の充実
○ 家庭での読書の奨励 ○ 山口県子ども読書活動団体の表彰 ○ 幼稚園・保育所等における読書の推進

○ 「山口県子ども読書活動推進協議会」の設置 ○ 「学校図書館ガイドライン」に基づいた学校図書館の整備・充実
等

家家庭庭・・地地域域・・学学校校等等がが連連携携ししたた社社会会総総ががかかりりにによよるる読読書書活活動動のの推推進進
担当：地域連携教育推進課

１　確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進
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③③ 学学校校ににおおけけるる人人権権教教育育のの推推進進
【 （令和７）年度の取組方針】

◆ 「山口県人権推進指針」及び「山口県人権教育推進資料」に基づいて、児童生徒の心身

の成長の過程に即し、教育活動を通して人権尊重の意識を高め、一人ひとりを大切にする

教育を組織的・計画的に推進します。

◆ 児童生徒の自主性と実践への意欲の高まりをめざし、人と人との関わりの中で主体的な

学びが行われるよう、人権尊重の視点に立った指導の充実を図ります。

【主な取組】 （担当課：人権教育課）

主主なな取取組組とと内内容容 主主なな取取組組主主体体 予予算算

■ 人権尊重の意識を高め、一人ひとりを大切にする教育の推進

○ 人権が尊重された学校づくりの充実

・ 「山口県人権推進指針」及び「山口県人権教育推進資料」に基づく

互いの人格を尊重した態度や言動を育む指導の充実

・ 人権に関する児童生徒作品（ポスター）の作品募集及び入賞作品を

活用した広報の充実
県教委

市町教委

学校

（小・中・高・特）

○ 主体性を育み、課題解決力等を高める授業実践

・ 現代の様々な人権課題に対する理解を深め、主体的に解決しようと

する資質能力の涵養を目的とした教科等で活用できる指導資料の作

成及び活用方法の提示

・ 教育ＤＸが進展する中で、児童生徒によるタブレット端末を介した

様々な人権侵害事案の未然防止に向けた好事例の紹介

■ 教職員研修の充実

○ 人権が尊重された学校づくりや指導方法に関する研修の充実

・ 教職員の人権意識の向上を目的とした「人権尊重の視点に立った教

育活動の振り返りシート」の活用促進

・ 学校、家庭、地域社会が連携・協働した人権が尊重された学校づく

りの取組について、「 」や「ふれあい夢通信」等を活用し

た情報発信

県教委

市町教委

学校

（小・中・高・特）
○ 研修機会の充実に向けた支援

・ 様々な人権課題に対応できる研修内容の充実及びサテライト研修の

活用促進

・ 人権教育担当者研究協議会（県内７ブロック）の充実に向けた、担

当校との情報交換及び講師経費の支援（高・特）

■ 人権に関する資料の整備と活用の促進

○ 基本的人権に関する理解を深めるための資料の提供

・ 教科等で活用できる指導資料の作成、整備及びウェブページによる

情報提供

・ 様々な人権課題に関する法律や施策等についての情報提供
県教委

市町教委
○ 視聴覚資料等の整備と活用の促進

・ 各校種の適性やニーズに応じた視聴覚資料の調査検証と整備

・ 視聴覚資料を活用した効果的な学習活動に関する研修会の実施

全ての子どもたちが、生涯にわたる読書習慣を身に付けられるよう家庭、地域、学校、公立図書館等

が連携・協働し、社会全体で子どもの主体的な読書活動を推進します。

絵本の配達便

県立図書館司書が選んだ絵本等を貸し出すことで、幼稚園や保育所等の図書の環境整備や読み聞かせ

に対する意識を醸成し、乳幼児期からの読書習慣を定着させ、子どもたちの不読率の低減を図ります。

＜＜国国参参考考資資料料＞＞
文部科学省 第五次「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」（Ｒ５ ３ 閣議決定）

＜＜県県参参考考資資料料＞＞
地域連携教育推進課「山口県子ども読書活動推進計画第５次計画（概要・全文）」（Ｒ６ ３ 策定）

参参考考

〇 美しい言葉やリズミカルな文章、力強い絵など、子どもたちが喜んできた絵本
○ 発達の段階に応じた読み聞かせに適した絵本
○ 物語だけでなく、図鑑や科学絵本も選書

図図書書館館司司書書がが良良質質なな絵絵本本をを選選書書

「「絵絵本本のの配配達達便便」」をを通通ししてて本本やや活活字字にに触触れれるる機機会会をを創創出出

読書環境の整備や読み聞かせに対する意識を醸成し、
乳幼児期からの読書習慣を定着

〇 希望する幼稚園、保育所等に絵本セットを２か月間貸出
○ ２か月ごとに次の園に配送することで、多くの園にお届け（配送料の負担なし）

子子どどももたたちちのの不不読読率率のの低低減減

家庭・地域・学校等が連携した社会総がかりによる読書活動の推進

学 校
○ 読書活動の推進
○ 授業での学校図書館等の活用促進
○ 学校図書館の環境整備 等

家 庭
○ 読み聞かせや親子読書の取組

○ 公立図書館等の活用
○ 読書イベント等への参加 等

地 域
〇 公民館等での読み聞かせ等の実施

○ 読書ボランティア活動への参加
○ ネットワーク化の推進 等

公立図書館
○ 読書機会の確保 〇 読書環境の整備 〇 読書活動の推進 〇 図書館資料の充実と提供

〇 読書に親しむ機会の提供 〇 学校、幼稚園・保育所等に対する支援 等

山口県子ども読書支援センター
○ 読書ボランティア、図書館司書、学校図書館関係者、教員等を対象とした研修会の開催
○ 講師派遣や学校図書館運営に係る相談 ○ ホームページやメールマガジンによる情報提供
○ 「出前こどもとしょかん」や「おはなし会」等の子ども向け行事の開催 ○ 団体貸出 等

県・市町教育委員会
○ 「子ども読書活動推進計画」策定 ○ 公立図書館の整備・充実 ○ 司書教諭等の配置促進と研修の充実
○ 家庭での読書の奨励 ○ 山口県子ども読書活動団体の表彰 ○ 幼稚園・保育所等における読書の推進

○ 「山口県子ども読書活動推進協議会」の設置 ○ 「学校図書館ガイドライン」に基づいた学校図書館の整備・充実
等

家家庭庭・・地地域域・・学学校校等等がが連連携携ししたた社社会会総総ががかかりりにによよるる読読書書活活動動のの推推進進
担当：地域連携教育推進課

１　確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進
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主な指標
基準値

計画策定時
最最新新値値 目標値

令和９ 年度

人権教育に関するサテライト研修等への
県教委からの講師派遣回数

回
（ 年間・ 回 年）

平成 年度
～ 令和４ 年度

回回
令令和和５５ 年年度度

回
（ 年間・ 回 年）

人権に関する視聴覚資料の貸出状況

本
（ 年間・ 本 年）

平成 年度
～ 令和４ 年度

本本
（（ 令令和和５５ 年年度度

本
（ 年間・ 本 年）

人権教育の推進にあたっては、教育内容、指導方法とともに、学習の場そのものが、児童生

徒にとって、安心して、楽しく学ぶことのできる環境でなければなりません。そのため、互い

を尊重した人間関係や人権が尊重された学習環境などが、人権教育の重要な基盤となります。

＊

＊ 意義…意味・価値

＊ 理念…基本的な考え方

＜＜県県参参考考資資料料＞＞

人権対策室「山口県人権推進指針」（Ｈ ３策定、Ｈ ３改定、Ｒ６ 改定）

人権教育課「山口県人権教育推進資料」（Ｈ ３作成、Ｒ７ ３改定）

取取組組のの進進捗捗 pp--dd--CChheecckk--aa  

人人権権がが尊尊重重さされれたた学学校校づづくくりりのの充充実実 担担当当：：人人権権教教育育課課

参参考考

基本的人権尊重の視点

に立った取組の中で、個人

の尊重、生命・自由・幸福

追求の権利の尊重、法の下

の平等など、〈基本的人権

に関わる学び〉として、基

本的人権の意義や人権尊

重の理念の正しい理解と

人権の大切さに気付く豊

かな感性などの育成をめ

ざします。

１　確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進
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④④ 体体力力向向上上のの推推進進
【 令和７ 年度の取組方針】
◆ 学校、市町教育委員会、県教育委員会が一体となって、バランスのとれた体力向上をめ
ざす、「体力向上維新プロジェクト」を推進します。

◆ 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果を踏まえ、関係団体等と連携した組織的な
取組の推進を図ります。

◆ 教員の指導力向上に向けた各種研修会等への参加促進や、体育授業マイスターやアスリ
ート等の積極的な活用により、学校体育の充実を図ります。

◆ コミュニティ・スクール等との連携を促進し、家庭や地域、学校が一体となった運動習
慣づくりの取組の推進を図ります。

【主な取組】 （担当課：学校安全・体育課）

主主なな取取組組とと内内容容 主主なな取取組組主主体体 予予算算

■ 「体力向上維新プロジェクト」の推進

○ 体力向上に向けた全小・中学校の共通の取組の推進

拡 準備運動、おうちで運動※１の充実

・ 正しい測定方法や動作のポイント等についての研修会の実施、実施

時期の統一（対象：全学年、６～７月）、体力確認テスト（対象：小４・

中１、 月～ 月）の実施による新体力テストの充実

県教委

市町教委

学校

小・中

・ 指導資料「柔軟性向上運動メニュー 改訂版」「柔軟性向上運動

メニュー動きのポイント」「（新体力テスト動画資料）児童生徒の力を

発揮させるために」「体力アップのための準備運動例」の活用

学校

小・中

○ 各学校の課題に応じた、特色ある取組の推進

・ 新体力テスト等の調査結果に基づく年２回の検証改善サイクル

の推進

県教委

市町教委

学校

小・中

・ 学校の課題に合わせた取組（学校オリジナル活動）の充実
学校

小・中

■ 体力向上に向けた組織的な取組の推進

○ 関係団体等と連携した取組の検証、改善

・ スポーツ医・科学の知見を有する専門家や関係機関の代表者等に

よる「体力アップチャレンジ協議会」の開催
県教委

・ 「体力向上レポート※２」の活用
県教委

市町教委

学校

小・中

■ 指導方法の工夫改善による学校体育の充実

○ 体育・保健体育科授業の改善と充実に向けた教員の指導力向上

・ 学校体育セミナー及び実技講習会等の開催
県教委

市町教委

学校

小・中

拡 体育授業マイスター制度※３の活用 学校（小）

・ 授業におけるＩＣＴの効果的な活用事例の収集、周知

・ ＩＣＴの活用を充実させていくための研修等の実施

県教委

学校

小・中・高

主な指標
基準値

計画策定時
最最新新値値 目標値

令和９ 年度

人権教育に関するサテライト研修等への
県教委からの講師派遣回数

回
（ 年間・ 回 年）

平成 年度
～ 令和４ 年度

回回
令令和和５５ 年年度度

回
（ 年間・ 回 年）

人権に関する視聴覚資料の貸出状況

本
（ 年間・ 本 年）

平成 年度
～ 令和４ 年度

本本
（（ 令令和和５５ 年年度度

本
（ 年間・ 本 年）

人権教育の推進にあたっては、教育内容、指導方法とともに、学習の場そのものが、児童生

徒にとって、安心して、楽しく学ぶことのできる環境でなければなりません。そのため、互い

を尊重した人間関係や人権が尊重された学習環境などが、人権教育の重要な基盤となります。

＊

＊ 意義…意味・価値

＊ 理念…基本的な考え方

＜＜県県参参考考資資料料＞＞

人権対策室「山口県人権推進指針」（Ｈ ３策定、Ｈ ３改定、Ｒ６ 改定）

人権教育課「山口県人権教育推進資料」（Ｈ ３作成、Ｒ７ ３改定）

取取組組のの進進捗捗 pp--dd--CChheecckk--aa  

人人権権がが尊尊重重さされれたた学学校校づづくくりりのの充充実実 担担当当：：人人権権教教育育課課

参参考考

基本的人権尊重の視点

に立った取組の中で、個人

の尊重、生命・自由・幸福

追求の権利の尊重、法の下

の平等など、〈基本的人権

に関わる学び〉として、基

本的人権の意義や人権尊

重の理念の正しい理解と

人権の大切さに気付く豊

かな感性などの育成をめ

ざします。

１　確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進
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※１ おうちで運動：子どもが、毎日、家庭で、発達の段階に応じた運動を行う取組

※２ 体力向上レポート：各学校の体力向上に向けた取組や成果を記載したもの

※３ 体育授業マイスター制度：小学校体育科授業において高い指導力を有する教員を「体育授業マイスター」に

任命し、学校に派遣する制度

主な指標
基準値

計画策定時
最最新新値値

目標値

令和９ 年度

「全国体力・運動能力、運動習

慣等調査」における、体力合計

点の県平均点（公立小・中学校）

※（ ）内は全国平均値

小５男子 点

（ 点）

小５女子 点

（ 点）

中２男子 点

（ 点）

中２女子 点

（ 点）

令和４ 年度

小小５５男男子子 点点

（（ 点点））

小小５５女女子子 点点

（（ 点点））

中中２２男男子子 点点

（（ 点点））

中中２２女女子子 点点

（（ 点点））

（（令令和和６６））年年度度

全国平均値を超える

「全国体力・運動能力、運動習

慣等調査」における、１週間の

総運動時間が 分以上の児童

生徒の割合（公立小・中学校）

小５男子 ％

小５女子 ％

中２男子 ％

中２女子 ％

令和４ 年度

小小５５男男子子 ％％

小小５５女女子子 ％％

中中２２男男子子 ％％

中中２２女女子子 ％％

（（令令和和６６））年年度度））

山口県平均値

令和元 年度

小５男子 ％

小５女子 ％

中２男子 ％

中２女子 ％

○ 関係団体等と連携した学校体育活動の充実

・ 学校の課題に応じた地域スポーツ指導者派遣と活用

拡 プロスポーツチームとの連携による体力向上推進事業

県教委

市町教委

学校

小・中・高

拡 学校体育活動や家庭等で実践できる運動動画等の活用
学校

小・中

・ アスリート派遣による体育授業等の充実事業 学校

小・中・高

■ 家庭や地域、学校が一体となった運動習慣づくりのための取組の充実

○ 家庭と連携した取組の推進

拡 ホームページを活用した本県の体力等の状況や運動の重要性に関す

る情報提供、家庭でできる運動メニューの紹介

・ 出前授業による運動教室や講義を通した、啓発活動の充実

県教委

・ 指導資料「子どもに経験させたい運動・遊び」「チャレンジやまぐち」

等を活用した取組の推進

学校

小・中

○ 地域との連携による運動・遊び等の活動機会の確保

・ 「やまぐち型地域連携教育」における運動・遊び等の機会確保
県教委

市町教委

学校

小・中

・ 学校運営協議会等を活用し、地域と連携・協働した体育的活動

の実施

学校

小・中

取取組組のの進進捗捗 pp--dd--CChheecckk--aa  

１　確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進
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体力は、人間のあらゆる活動の源であり、健康の維持のほか意欲や気力といった精神面の充実に大き

く関わっており、「生きる力」を支える重要な要素です。本県では、学校、市町教育委員会、県教育委

員会が一体となって、バランスの取れた体力向上をめざす、「体力向上維新プロジェクト」を推進し、

心身ともに健康で、未来をたくましく生き抜く力を育成します。

＜＜県県参参考考資資料料＞＞

学校安全・体育課 「体力向上維新プロジェクト」（Ｒ５ ２～）

・ 指導資料「柔軟性向上運動メニュー動きのポイント」

・ 指導資料「体力アップのための準備運動例」

・ 新体力テスト実施に向けた研修資料「児童生徒の力を発揮させるために」

・ 「子どもに経験させたい運動・遊び」 等

学校安全・体育課 チャレンジやまぐち・「チャレンジやまぐち」運動遊びプログラム

・ 子どもの体力について

・ 「バランス」運動遊びプログラム

・ 「体の移動」運動遊びプログラム 等

参参考考

体体力力向向上上のの取取組組推推進進にに向向けけてて 担当：学校安全・体育課

体力向上維新プロジェクト
・全小・中学校による共通取組の推進 ・各校の課題に応じた特色ある取組の推進

生涯にわたる豊かなスポーツライフの構築

運動習慣の定着運動好き

● 授業改善（研修の充実）
● 体育授業マイスターの活用
● の効果的な活用の推進
● 地域スポーツ指導者の活用
● 運動動画等の活用
● 地元アスリート・企業等との連携

指導方法の工夫改善による学校体育の充実 家庭や地域、学校が一体となった取組の推進体力向上に向けた組織的な取組の推進

● 準備運動、おうちで運動、新体力テストの充実
● 学校オリジナル活動の充実
●「体力アップチャレンジ協議会」の開催
●「体力向上レポート」の活用

● 出前授業の充実 ● 指導資料の活用
● 「やまぐち型地域連携教育」における運動・
遊びの等の機会確保

● Ｗ ページを活用した、家庭でできる運動メ
ニューの提供

体力向上
心身ともに健康で、未来をたくましく生き抜く力

※１ おうちで運動：子どもが、毎日、家庭で、発達の段階に応じた運動を行う取組

※２ 体力向上レポート：各学校の体力向上に向けた取組や成果を記載したもの

※３ 体育授業マイスター制度：小学校体育科授業において高い指導力を有する教員を「体育授業マイスター」に

任命し、学校に派遣する制度

主な指標
基準値

計画策定時
最最新新値値

目標値

令和９ 年度

「全国体力・運動能力、運動習

慣等調査」における、体力合計

点の県平均点（公立小・中学校）

※（ ）内は全国平均値

小５男子 点

（ 点）

小５女子 点

（ 点）

中２男子 点

（ 点）

中２女子 点

（ 点）

令和４ 年度

小小５５男男子子 点点

（（ 点点））

小小５５女女子子 点点

（（ 点点））

中中２２男男子子 点点

（（ 点点））

中中２２女女子子 点点

（（ 点点））

（（令令和和６６））年年度度

全国平均値を超える

「全国体力・運動能力、運動習

慣等調査」における、１週間の

総運動時間が 分以上の児童

生徒の割合（公立小・中学校）

小５男子 ％

小５女子 ％

中２男子 ％

中２女子 ％

令和４ 年度

小小５５男男子子 ％％

小小５５女女子子 ％％

中中２２男男子子 ％％

中中２２女女子子 ％％

（（令令和和６６））年年度度））

山口県平均値

令和元 年度

小５男子 ％

小５女子 ％

中２男子 ％

中２女子 ％

○ 関係団体等と連携した学校体育活動の充実

・ 学校の課題に応じた地域スポーツ指導者派遣と活用

拡 プロスポーツチームとの連携による体力向上推進事業

県教委

市町教委

学校

小・中・高

拡 学校体育活動や家庭等で実践できる運動動画等の活用
学校

小・中

・ アスリート派遣による体育授業等の充実事業 学校

小・中・高

■ 家庭や地域、学校が一体となった運動習慣づくりのための取組の充実

○ 家庭と連携した取組の推進

拡 ホームページを活用した本県の体力等の状況や運動の重要性に関す

る情報提供、家庭でできる運動メニューの紹介

・ 出前授業による運動教室や講義を通した、啓発活動の充実

県教委

・ 指導資料「子どもに経験させたい運動・遊び」「チャレンジやまぐち」

等を活用した取組の推進

学校

小・中

○ 地域との連携による運動・遊び等の活動機会の確保

・ 「やまぐち型地域連携教育」における運動・遊び等の機会確保
県教委

市町教委

学校

小・中

・ 学校運営協議会等を活用し、地域と連携・協働した体育的活動

の実施

学校

小・中

取取組組のの進進捗捗 pp--dd--CChheecckk--aa  
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⑤⑤ 学学校校保保健健、、学学校校給給食食・・食食育育のの充充実実
【 令和７ 年度の取組方針】
◆ 子どもたちが生涯を通じて心身の健康を保持増進するために、望ましい生活習慣や食習
慣を身に付けることができるよう、学校・家庭・地域の連携による組織的・計画的な学校
保健・食育の推進を図ります。

◆ 現代的な健康課題の解決に向け、学校保健委員会の活性化や、学校医・学校歯科医・学
校薬剤師及び医療機関等との連携体制の一層の充実を図ります。

◆ 「生きた教材」である学校給食を活用した食に関する指導の充実を図るとともに、安全・
安心な学校給食を提供するため、衛生管理・危機管理の徹底を図ります。

◆ 学校保健及び食育・給食管理に関する研修会等の充実により、養護教諭や栄養教諭等の
更なる資質能力の向上を図ります。

【主な取組】 （担当課室：学校安全・体育課）

主主なな取取組組とと内内容容 主主なな取取組組主主体体 予予算算

■ 望ましい生活習慣・食習慣の定着に向けた学校・家庭・地域の連携による組織的・計画的な学校保健・食育の推進

○ 児童生徒の実態を踏まえた「学校保健計画」及び「食に関する指導の全体計画」の見直し・改善の推進

・ 児童生徒の実態を踏まえた計画等の毎年度の見直し・改善の推進 県教委
市町教委
学校

（小・中・高・特）

・ 学校保健委員会の計画的開催（年２回以上）
拡 オンラインの活用等による学校保健委員会の開催回数や参加率の向上

学校
（小・中・高・特）

○ 養護教諭・栄養教諭等を中心とした学校全体で取り組む推進体制の充実

・ 学校教育活動全体を通じてチーム学校で取り組む学校保健・食育の
ＰＤＣＡサイクルの確立

県教委
市町教委
学校

（小・中・高・特）

・ 県教委や文部科学省、日本学校保健会、日本スポーツ振興センター
が作成している資料等を活用した校内研修の実施

・ 学校保健研究大会等における健康教育の実践事例の共有による各学校の取組の充実

学校
（小・中・高・特）

○ コミュニティ・スクールを核とした学校・家庭・地域が連携した学校保健・食育の推進

・ 学校保健委員会や地域学校保健委員会の開催及び積極的な情報発信
による学校・家庭・地域が連携した取組の推進

県教委
市町教委
学校

（小・中・高・特）

拡 学校運営協議会における健康課題や食に関する課題の共有及び熟議の開催
・ 「食に関する指導の手引 ～学校・家庭・地域で取り組む食育の推進～」の活用

学校
（小・中・高・特）

■ 現代的な健康課題の解決に向けた学校保健の充実

○ ＩＣＴ活用等による学校保健委員会の活性化、学校医・学校歯科医・学校薬剤師及び医療機
関等との連携体制の一層の充実

・ 県医師会・県歯科医師会・県薬剤師会、学校保健会等と連携した研
究大会や委員会の開催等による学校保健の推進

県教委
市町教委
学校

（小・中・高・特）

・ 学校保健計画の作成や学校保健委員会への参画による学校医・学校
歯科医・学校薬剤師等との連携体制の充実

・ ＩＣＴ環境を生かした児童生徒・地域人材の参画など、学校保健委員会の活性化

学校
（小・中・高・特）

○ アレルギー疾患対応に係る取組の充実
・ 「学校におけるアレルギー疾患対応委員会」での検討結果を踏まえた学校における組織体制の改善
・ 「緊急時対応事案」や「ヒヤリハット事例」の情報共有及びエピペ
ン○の使用方法を盛り込んだ校内研修の推進

県教委
市町教委
学校

（小・中・高・特）

１　確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進
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※１ 養護教諭指導員：養護教諭の資質能力向上のため、職務に関する質疑や研修に対して指導・助言を行う経験

豊かで指導力のある養護教諭

○ 専門家や関係機関と連携した学校歯科保健の推進
・ 「学校歯科保健推進検討委員会」による効果的な指導内容の検討及
び検討内容の周知

・ 「健口スマイル運動」推進表彰による学校歯科保健の普及啓発
・ 県健康福祉部、県歯科医師会等が連携して実施する口腔衛生意識
向上事業に関する学校における取組の普及啓発

県教委
市町教委

○ 学校医や学校薬剤師、関係機関と連携したがん教育や薬物乱用防止教育の充実

・ 山口県がん教育推進協議会の設置及び「学校におけるがん教育推進
事業」における公開授業の実施等による外部講師を活用したがん教育
の推進

県教委
市町教委
学校

（小・中・高・特）

・ 各学校における年１回の薬物乱用防止教室の開催
・ 学校薬剤師等と連携した学校環境衛生活動の充実（学校環境衛生基
準に基づく学校環境衛生検査の確実な実施等）

学校
（小・中・高・特）

■ 「生きた教材」である学校給食の充実

○ 食に関する指導における「生きた教材」としての学校給食の活用に向けた献立の工夫

・ 教科等の学習内容や時期を考慮した年間献立計画に基づく献立作成
の推進

県教委
市町教委
学校

（小・中・高・特）

・ 地域の生産者との連携による地場産食材を活用した給食献立の工夫
と食に関する指導による地域の食文化や産業、環境への理解促進

学校
（小・中・高・特）

○ 衛生管理・危機管理の徹底による安全・安心な学校給食の提供
・ 関係機関と連携した衛生管理・危機管理に関する研修会の開催等に
よる学校の安全管理体制の充実

・ 給食施設の衛生管理状況等の調査及び改善指導による安全管理の徹底

県教委
市町教委

○ 食物アレルギー事故防止に向けた全教職員の共通理解による組織的な
取組の徹底
・ 「学校におけるアレルギー疾患対応マニュアル（令和７年３月改

訂）」の活用（対応方針の見直し、校内研修など）

・ 関係機関と連携し方針に基づいた組織的な対応の徹底
・ 児童生徒の正確な実態把握と個別の支援プラン作成の推進

学校
（小・中・高・特）

■ 養護教諭及び栄養教諭等の更なる資質能力の向上

○ 学校保健及び食育・給食管理に関する研修会等の充実
・ 養護教諭・栄養教諭等の専門的知識と技能の習得を目的とした各種
研修会の開催

・ 県立学校や各市町における食に関する指導研修会の開催

県教委
市町教委

○ 健康教育指導者養成研修及び食育指導者養成研修への派遣
・ 保健体育関係長期研修及び健康教育指導者養成研修、食育指導者養
成研修への派遣及び研修成果の活用

県教委
市町教委
学校

（小・中・高・特）

○ 養護教諭指導員制度による養護教諭の資質能力の向上
・ 養護教諭指導員※１の指導力の向上を図る研修の実施

県教委
市町教委

○ 栄養教諭の計画的な配置の推進
・ 栄養教諭の計画的な配置による食育の充実

県教委
市町教委

⑤⑤ 学学校校保保健健、、学学校校給給食食・・食食育育のの充充実実
【 令和７ 年度の取組方針】
◆ 子どもたちが生涯を通じて心身の健康を保持増進するために、望ましい生活習慣や食習
慣を身に付けることができるよう、学校・家庭・地域の連携による組織的・計画的な学校
保健・食育の推進を図ります。

◆ 現代的な健康課題の解決に向け、学校保健委員会の活性化や、学校医・学校歯科医・学
校薬剤師及び医療機関等との連携体制の一層の充実を図ります。

◆ 「生きた教材」である学校給食を活用した食に関する指導の充実を図るとともに、安全・
安心な学校給食を提供するため、衛生管理・危機管理の徹底を図ります。

◆ 学校保健及び食育・給食管理に関する研修会等の充実により、養護教諭や栄養教諭等の
更なる資質能力の向上を図ります。

【主な取組】 （担当課室：学校安全・体育課）

主主なな取取組組とと内内容容 主主なな取取組組主主体体 予予算算

■ 望ましい生活習慣・食習慣の定着に向けた学校・家庭・地域の連携による組織的・計画的な学校保健・食育の推進

○ 児童生徒の実態を踏まえた「学校保健計画」及び「食に関する指導の全体計画」の見直し・改善の推進

・ 児童生徒の実態を踏まえた計画等の毎年度の見直し・改善の推進 県教委
市町教委
学校

（小・中・高・特）

・ 学校保健委員会の計画的開催（年２回以上）
拡 オンラインの活用等による学校保健委員会の開催回数や参加率の向上

学校
（小・中・高・特）

○ 養護教諭・栄養教諭等を中心とした学校全体で取り組む推進体制の充実

・ 学校教育活動全体を通じてチーム学校で取り組む学校保健・食育の
ＰＤＣＡサイクルの確立

県教委
市町教委
学校

（小・中・高・特）

・ 県教委や文部科学省、日本学校保健会、日本スポーツ振興センター
が作成している資料等を活用した校内研修の実施

・ 学校保健研究大会等における健康教育の実践事例の共有による各学校の取組の充実

学校
（小・中・高・特）

○ コミュニティ・スクールを核とした学校・家庭・地域が連携した学校保健・食育の推進

・ 学校保健委員会や地域学校保健委員会の開催及び積極的な情報発信
による学校・家庭・地域が連携した取組の推進

県教委
市町教委
学校

（小・中・高・特）

拡 学校運営協議会における健康課題や食に関する課題の共有及び熟議の開催
・ 「食に関する指導の手引 ～学校・家庭・地域で取り組む食育の推進～」の活用

学校
（小・中・高・特）

■ 現代的な健康課題の解決に向けた学校保健の充実

○ ＩＣＴ活用等による学校保健委員会の活性化、学校医・学校歯科医・学校薬剤師及び医療機
関等との連携体制の一層の充実

・ 県医師会・県歯科医師会・県薬剤師会、学校保健会等と連携した研
究大会や委員会の開催等による学校保健の推進

県教委
市町教委
学校

（小・中・高・特）

・ 学校保健計画の作成や学校保健委員会への参画による学校医・学校
歯科医・学校薬剤師等との連携体制の充実

・ ＩＣＴ環境を生かした児童生徒・地域人材の参画など、学校保健委員会の活性化

学校
（小・中・高・特）

○ アレルギー疾患対応に係る取組の充実
・ 「学校におけるアレルギー疾患対応委員会」での検討結果を踏まえた学校における組織体制の改善
・ 「緊急時対応事案」や「ヒヤリハット事例」の情報共有及びエピペ
ン○の使用方法を盛り込んだ校内研修の推進

県教委
市町教委
学校

（小・中・高・特）

１　確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進
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現現代代的的なな健健康康課課題題へへのの対対応応

ポイント

★ 組織体制（校内対応委員会の
設置を含む）の整備

★ アレルギー疾患の理解と正確

な情報の把握・共有（「学校にお
けるアレルギー疾患対応マニュ
アル」の活用）

★ 関係機関との連携を含むアレ
ルギー疾患対応の研修会の充実

アアレレルルギギーー疾疾患患

ポイント

★ 事例検討会や研修の充実
★ 指導内容・方法の充実（スト
レスとのつきあい方、人間関係

づくり等）
★ 担任、教育相談・生徒指導担
当、養護教諭等の相互の連携

★ 健康観察・健康相談の充実

メメンンタタルルヘヘルルスス

ポイント
★ 指導の機会の充実 （身体計

測、全校集会時等）
★ 生活習慣に関する調査の実施
・振り返り、保護者との連携

★ 学校保健委員会等の充実（専
門家の意見を受け、学校と家庭
での役割を確認、同一地域内の

学校等の連携）

生生活活習習慣慣

ポイント

★ 健康診断及び事前・事後指導
の充実

★ 学校歯科医や歯科衛生士と

連携したブラッシング指導等
の充実

★ 児童生徒保健委員会による歯

みがきの推進
★ 歯と口の健康週間の活用

歯歯とと口口のの健健康康

・ 学校環境衛生活動

・ 感染症

・ 熱中症

・ 献血教育

・ 近視の増加

・ 環境の変化に伴う問題

・ スポーツ障害 等

そそのの他他のの課課題題

ポイント

★ 教育活動全体を通じて児童生
徒の発達の段階に応じた指導

★ 年間指導計画の作成

★ 組織づくりと研修体制の確立
★ 集団指導と個別指導の充実
★ 外部講師による講演・研修会

の充実

性性にに関関すするる指指導導

ポイント

★ 体育科、保健体育科を中心に
関連教科等を含めて教育活動全
体を通じて実施

★ 児童生徒に分かりやすい教材
と指導参考資料の活用

★ 学校医をはじめとした関係者

・関係機関との連携
★ 実施する上での配慮事項の確認

ががんん教教育育

ポイント

★ 学校・地域の実態や児童生徒
の発達の段階に応じた指導内容
・方法の工夫

★ 講演・研修会の実施（学校薬
剤師等外部講師の活用）

★ 指導の必要性や課題などにつ

いて、家庭・地域への普及啓発

喫喫煙煙･･飲飲酒酒･･薬薬物物乱乱用用防防止止

学学 校校 保保 健健

・ 学校保健委員会等の活性化（オンラインの
活用等による開催回数や参加率の向上等）

・ 家庭、地域の専門家や関係機関等との連携
学校運営協議会における健康課題や食に関
する課題の共有及び熟議の開催等

・ 教職員の組織、協力体制の確立（チーム学
校で取り組む学校保健・食育のＰＤＣＡサ
イクルの確立）

組織活動

・ 体育科、保健体育科をはじめとする各
教科、総合的な学習 探究 の時間等にお

ける指導
・ 道徳、特別活動等における指導、その
他保健室や学級で行う集団・個別の指導

保健教育

・ 健康観察、健康診断（保健調査）、

健康相談及び保健指導、疾病の管
理・予防、感染症予防、救急処置、
学校環境衛生活動

保健管理

主な指標
基準値

計画策定時
最最新新値値

目標値

令和９ 年度

肥満傾向児の出現率

小５男子 ％

小５女子 ％

令和３ 年度

小小５５男男子子 ％％
小小５５女女子子 ％％

令令和和５５ 年年度度

小５男子 ％

小５女子 ％

歳でむし歯（う歯）のない人の

割合

％

令和３ 年度

％％
令令和和５５ 年年度度

％

朝食を毎日食べる児童生徒の割合

（公立小･中学校）

小６ ％

中３ ％

令和５ 年度

小小６６ ％％

中中３３ ％％

令令和和６６ 年年度度

％

学校給食における地場産食材を使

用する割合

％

令和４ 年度

％％

令令和和５５ 年年度度
％

学校保健の推進

子どもたちが生涯を通じて心身の健康を保持増進するための資質・能力を育成することをめざし、学

習指導要領に基づき、体育科・保健体育科や特別活動をはじめ、学校教育活動全体を通じた体系的な保

健教育を充実するとともに、複雑化・多様化する子どもたちの現代的な健康課題に対応するため、健康

相談及び保健指導、保健管理、保健組織活動等の取組を推進するなど、学校保健の充実を図ります。

取取組組のの進進捗捗 pp--dd--CChheecckk--aa  

組組織織的的・・計計画画的的なな学学校校保保健健・・食食育育のの推推進進 担当：学校安全・体育課

参参考考

１　確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進
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食育の推進

子どもたちが食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けることができるよう、学習指導要領

に基づき、学校教育活動全体を通じて食に関する指導を組織的・計画的に推進します。その際、小・中

学校等においては、「生きた教材」である学校給食を活用した実践的な指導を行うなど、栄養教諭を中

核とした学校・家庭・地域の連携による食育の充実を図ります。

＜＜国国参参考考資資料料＞＞

文部科学省「学校保健、学校給食、食育」

文部科学省「学校における食育の推進・学校給食の充実」

＜＜県県参参考考資資料料＞＞

学校安全・体育課「こども元気づくり班関連サイトマップ」

・ 学校におけるアレルギー疾患対応マニュアル

・ 食に関する指導の手引 ～学校・家庭・地域で取り組む食育の推進～ 等

 

食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けた大人 

次 代の親 

                   
                      
               

              
           
                      
  
                       
    

学校給食の充実 
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食に関する指導の充実 

食 を選 する能力

心 の健康

食事の重要性

社会性

感 の心

食 化

連携
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学学校校  
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児童生徒の食生活の現 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現現代代的的なな健健康康課課題題へへのの対対応応

ポイント

★ 組織体制（校内対応委員会の
設置を含む）の整備

★ アレルギー疾患の理解と正確

な情報の把握・共有（「学校にお
けるアレルギー疾患対応マニュ
アル」の活用）

★ 関係機関との連携を含むアレ
ルギー疾患対応の研修会の充実

アアレレルルギギーー疾疾患患

ポイント

★ 事例検討会や研修の充実
★ 指導内容・方法の充実（スト
レスとのつきあい方、人間関係

づくり等）
★ 担任、教育相談・生徒指導担
当、養護教諭等の相互の連携

★ 健康観察・健康相談の充実

メメンンタタルルヘヘルルスス

ポイント
★ 指導の機会の充実 （身体計

測、全校集会時等）
★ 生活習慣に関する調査の実施
・振り返り、保護者との連携

★ 学校保健委員会等の充実（専
門家の意見を受け、学校と家庭
での役割を確認、同一地域内の

学校等の連携）

生生活活習習慣慣

ポイント

★ 健康診断及び事前・事後指導
の充実

★ 学校歯科医や歯科衛生士と

連携したブラッシング指導等
の充実

★ 児童生徒保健委員会による歯

みがきの推進
★ 歯と口の健康週間の活用

歯歯とと口口のの健健康康

・ 学校環境衛生活動

・ 感染症

・ 熱中症

・ 献血教育

・ 近視の増加

・ 環境の変化に伴う問題

・ スポーツ障害 等

そそのの他他のの課課題題

ポイント

★ 教育活動全体を通じて児童生
徒の発達の段階に応じた指導

★ 年間指導計画の作成

★ 組織づくりと研修体制の確立
★ 集団指導と個別指導の充実
★ 外部講師による講演・研修会

の充実

性性にに関関すするる指指導導

ポイント

★ 体育科、保健体育科を中心に
関連教科等を含めて教育活動全
体を通じて実施

★ 児童生徒に分かりやすい教材
と指導参考資料の活用

★ 学校医をはじめとした関係者

・関係機関との連携
★ 実施する上での配慮事項の確認

ががんん教教育育

ポイント

★ 学校・地域の実態や児童生徒
の発達の段階に応じた指導内容
・方法の工夫

★ 講演・研修会の実施（学校薬
剤師等外部講師の活用）

★ 指導の必要性や課題などにつ

いて、家庭・地域への普及啓発

喫喫煙煙･･飲飲酒酒･･薬薬物物乱乱用用防防止止

学学 校校 保保 健健

・ 学校保健委員会等の活性化（オンラインの
活用等による開催回数や参加率の向上等）

・ 家庭、地域の専門家や関係機関等との連携
学校運営協議会における健康課題や食に関
する課題の共有及び熟議の開催等

・ 教職員の組織、協力体制の確立（チーム学
校で取り組む学校保健・食育のＰＤＣＡサ
イクルの確立）

組織活動

・ 体育科、保健体育科をはじめとする各
教科、総合的な学習 探究 の時間等にお

ける指導
・ 道徳、特別活動等における指導、その
他保健室や学級で行う集団・個別の指導

保健教育

・ 健康観察、健康診断（保健調査）、

健康相談及び保健指導、疾病の管
理・予防、感染症予防、救急処置、
学校環境衛生活動

保健管理

主な指標
基準値

計画策定時
最最新新値値

目標値

令和９ 年度

肥満傾向児の出現率

小５男子 ％

小５女子 ％

令和３ 年度

小小５５男男子子 ％％
小小５５女女子子 ％％

令令和和５５ 年年度度

小５男子 ％

小５女子 ％

歳でむし歯（う歯）のない人の

割合

％

令和３ 年度

％％
令令和和５５ 年年度度

％

朝食を毎日食べる児童生徒の割合

（公立小･中学校）

小６ ％

中３ ％

令和５ 年度

小小６６ ％％

中中３３ ％％

令令和和６６ 年年度度

％

学校給食における地場産食材を使

用する割合

％

令和４ 年度

％％

令令和和５５ 年年度度
％

学校保健の推進

子どもたちが生涯を通じて心身の健康を保持増進するための資質・能力を育成することをめざし、学

習指導要領に基づき、体育科・保健体育科や特別活動をはじめ、学校教育活動全体を通じた体系的な保

健教育を充実するとともに、複雑化・多様化する子どもたちの現代的な健康課題に対応するため、健康

相談及び保健指導、保健管理、保健組織活動等の取組を推進するなど、学校保健の充実を図ります。

取取組組のの進進捗捗 pp--dd--CChheecckk--aa  

組組織織的的・・計計画画的的なな学学校校保保健健・・食食育育のの推推進進 担当：学校安全・体育課

参参考考
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⑥⑥ 乳乳幼幼児児期期ににおおけけるる教教育育及及びび保保育育のの充充実実
【 （令和７）年度の取組方針】

◆ 「山口県乳幼児の育ちと学び支援センター」を拠点として、国公私立・施設類型を問わ

ず、保育者の専門性の向上等の取組を一体的に推進します。

◆ 生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な時期である乳幼児期の教育及び保育の更なる

質の向上のため、教育及び保育の内容や指導方法等に関する研修、幼児教育アドバイザー

等による幼児教育・保育施設の訪問支援等を実施します。

◆ 子どもたちの育ちや学びをつなぐための、小学校区を単位とした保幼小連携（幼児教育・

保育施設と小学校の連携）を促進します。

【主な取組】 （担当課：乳幼児の育ちと学び支援センター／義務教育課）

※１ 保育者：保育士、幼稚園教諭、保育教諭等 ※２ 幼児教育・保育施設：保育所、幼稚園、認定こども園等
※３ 架け橋期：５歳児から小学校１年生までの２年間のこと。生涯にわたる学びや生活の基盤をつくるための重

要な時期として「架け橋期」と呼んでいる。

主主なな取取組組とと内内容容 主主なな取取組組主主体体 予予算算

■ 乳幼児期の教育及び保育の質の向上

○ 全ての保育者※１を対象とした研修の実施

・ 現場のニーズや県における課題等に対応した研修内容の充実

・ オンライン開催や研修動画配信等による受講機会の拡充

県教委

○ 幼稚園教諭一種免許状認定講習の開設

・ 幼稚園教諭二種免許状を保有する教員を対象とした幼稚園教諭一種免許状認定講習開設
県教委

○ アドバイザー等による幼児教育・保育施設※２の訪問支援

・ 幼児教育アドバイザー、スクールソーシャルワーカー等の配置及び

幼児教育・保育施設からの要請に応じた訪問等の実施

県教委

■ 幼児期の教育と小学校教育の接続の促進

○ 小学校区を単位とした保幼小連携体制の推進
・ 小学校区の中で、合同保育・授業等による子ども同士の交流活動や
保育者と小学校教員の合同研修会等の計画的、継続的な実施

県・市町
県教委
市町教委

○ 大学、関係機関等との連携による架け橋期※３における教育の内容の充実

・ 幼児教育・保育施設と小学校での架け橋期おける教育及び保育内容

の充実と「架け橋期のカリキュラム」の開発、実践、検証、改善

県・市町
県教委

市町教委

・ 派遣地域との連携による「保幼小連携研修会」の開催
・ 保幼小連携に係る冊子「はじめのいっぽ もういっぽ」の活用促進

県教委

○ 幼児教育・保育長期研修の実施
・ 保幼小連携の推進役を育成するため、小学校教員を保育所・幼稚園・認定こども園に１年間派遣
・ 市町教育委員会及び市町幼児教育・保育主管課との連携による派遣
教員の研修成果の還元と普及

・ 派遣地域への架け橋期のコーディネーターの派遣

県・市町
県教委
市町教委

主な指標
基準値

計画策定時
最最新新値値

目標値
令和９ 年度

県主催の保育者対象の研修会等において研修の目標が

十分に達成できた参加者の割合

％

令和４ 年度

％％

令令和和６６ 年年度度

スタートカリキュラム※４の改善に向けて幼児教育施設

との意見交換や合同の研究の機会などを設けている公

立小学校の割合

％

令和４ 年度

％％

令令和和６６ 年年度度

※４ スタートカリキュラム：小学校に入学した子どもが、保育所・幼稚園・認定こども園などの遊びや生活を通
した育ちと学びを基礎として、主体的に自己を発揮し、新しい学校生活を創り出していくためのカリキュラム
（合科的・関連的な指導や弾力的な時間割の設定に配慮）

取取組組のの進進捗捗 pp--dd--CChheecckk--aa  

１　確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進
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調査研究部
保幼小連携・接続
に関する調査研究

研修部
保育者の専門性
の向上に関する

研修

支援部
乳幼児の生活・学
びの保障に向けた
園運営の在り方等

に関する支援

山口県が
めざす

乳幼児の姿

普及啓発情報発信

支支援援

幼幼児児教教育育・・保保育育施施設設
【【保保育育所所・・幼幼稚稚園園・・認認定定ここどどもも園園等等】】

やまぐち総合教育
支援センター

連連
携携

福祉研修センター

ひとづくり財団

乳幼児の育ちと学び
推進協議会

市町・関係団体 等

協協
議議

乳乳幼幼児児期期のの教教育育及及びび保保育育のの質質のの向向上上

山山口口県県乳乳幼幼児児のの育育ちちとと学学びび支支援援セセンンタターー

助助
言言

外部有職者

幼児教育・保育に
関する学識経験者等

アドバイザー等による支援

○ 乳幼児期における教育及び保育、特別支援教育等に関する専門的知見や豊富な実践経験を有す
る幼児教育アドバイザー、スクールソーシャルワーカーを配置（この他にも「ＩＣＴ活用」「障害
のある子どもと家族支援」等の専門分野に係る幼児教育アドバイザーの派遣が可能）

○ 園内研修の充実、幼児教育・保育施設の課題解決等に向けた助言

保幼小連携研修会の開催

○ 所管説明（国の動向及び県の方向性）、公開保育及び公開授業、講演会（カリキュラムの接続
の必要性、「架け橋期のカリキュラム」作成の具体等について）の開催 等

幼児教育・保育長期研修の実施

○ 平成 年度から実施し、令和６年度までに 人の教員を派遣

〇 研修後の成果還元

（小学校低学年における指導や教育課程の工夫改善）

＜＜県県参参考考資資料料＞＞
乳幼児の育ちと学び支援センターＷｅｂページ

「山口県乳幼児の育ちと学び支援センター」
乳幼児期の教育及び保育の内容・指導方法等に関する保育者への研修や調査研究、幼児教育・保育

施設に対する助言、情報提供等の施策を総合的に実施する拠点

 各地域での保幼小連携の推進役

「山口県新たな時代の人づくり推進方針」の策定を契機に、乳幼児期の教育及び保育の更なる質の向

上を図るため、幼児教育・保育施設からの要請に応じた訪問等を実施 

小学校教員を保育所・幼稚園・認定こども園に１年間派遣し、乳幼児期の育ちや学びを踏まえた小学

校低学年での指導の在り方について研修し、本県における保幼小連携指導の推進に資する人材を育成 

アドバイザー等訪問書類

保幼小連携に係る冊子

「はじめのいっぽ もういっぽ」

参参考考

乳幼児期の教育及び保育と小学校教育のつながりや保幼小連携の意義等についての理解を図るとと

もに、保幼小連携推進の方法について考える研修会を開催 

「「山山口口県県乳乳幼幼児児のの育育ちちとと学学びび支支援援セセンンタターー」」のの機機能能 担当：乳幼児の育ちと学び支援センター

幼児教育・保育施設
【保育所・幼稚園・認定こども園等】

やまぐち総合教育
支援センター

福祉研修センター

ひとづくり財団
山山口口県県乳乳幼幼児児のの育育ちちとと学学びび支支援援セセンンタターー

外部有識者

幼児教育・保育に
関する学識経験者等

乳幼児の育ちと学び
推進協議会

市町・関係団体 等保幼小連携・接続
に関する調査研究

保育者の専門性
の向上に関する

研修

乳幼児の生活・学びの
保障に向けた園運営の
在り方等に関する支援

⑥⑥ 乳乳幼幼児児期期ににおおけけるる教教育育及及びび保保育育のの充充実実
【 （令和７）年度の取組方針】

◆ 「山口県乳幼児の育ちと学び支援センター」を拠点として、国公私立・施設類型を問わ

ず、保育者の専門性の向上等の取組を一体的に推進します。

◆ 生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な時期である乳幼児期の教育及び保育の更なる

質の向上のため、教育及び保育の内容や指導方法等に関する研修、幼児教育アドバイザー

等による幼児教育・保育施設の訪問支援等を実施します。

◆ 子どもたちの育ちや学びをつなぐための、小学校区を単位とした保幼小連携（幼児教育・

保育施設と小学校の連携）を促進します。

【主な取組】 （担当課：乳幼児の育ちと学び支援センター／義務教育課）

※１ 保育者：保育士、幼稚園教諭、保育教諭等 ※２ 幼児教育・保育施設：保育所、幼稚園、認定こども園等
※３ 架け橋期：５歳児から小学校１年生までの２年間のこと。生涯にわたる学びや生活の基盤をつくるための重

要な時期として「架け橋期」と呼んでいる。

主主なな取取組組とと内内容容 主主なな取取組組主主体体 予予算算

■ 乳幼児期の教育及び保育の質の向上

○ 全ての保育者※１を対象とした研修の実施

・ 現場のニーズや県における課題等に対応した研修内容の充実

・ オンライン開催や研修動画配信等による受講機会の拡充

県教委

○ 幼稚園教諭一種免許状認定講習の開設

・ 幼稚園教諭二種免許状を保有する教員を対象とした幼稚園教諭一種免許状認定講習開設
県教委

○ アドバイザー等による幼児教育・保育施設※２の訪問支援

・ 幼児教育アドバイザー、スクールソーシャルワーカー等の配置及び

幼児教育・保育施設からの要請に応じた訪問等の実施

県教委

■ 幼児期の教育と小学校教育の接続の促進

○ 小学校区を単位とした保幼小連携体制の推進
・ 小学校区の中で、合同保育・授業等による子ども同士の交流活動や
保育者と小学校教員の合同研修会等の計画的、継続的な実施

県・市町
県教委
市町教委

○ 大学、関係機関等との連携による架け橋期※３における教育の内容の充実

・ 幼児教育・保育施設と小学校での架け橋期おける教育及び保育内容

の充実と「架け橋期のカリキュラム」の開発、実践、検証、改善

県・市町
県教委

市町教委

・ 派遣地域との連携による「保幼小連携研修会」の開催
・ 保幼小連携に係る冊子「はじめのいっぽ もういっぽ」の活用促進

県教委

○ 幼児教育・保育長期研修の実施
・ 保幼小連携の推進役を育成するため、小学校教員を保育所・幼稚園・認定こども園に１年間派遣
・ 市町教育委員会及び市町幼児教育・保育主管課との連携による派遣
教員の研修成果の還元と普及

・ 派遣地域への架け橋期のコーディネーターの派遣

県・市町
県教委
市町教委

主な指標
基準値

計画策定時
最最新新値値

目標値
令和９ 年度

県主催の保育者対象の研修会等において研修の目標が

十分に達成できた参加者の割合

％

令和４ 年度

％％

令令和和６６ 年年度度

スタートカリキュラム※４の改善に向けて幼児教育施設

との意見交換や合同の研究の機会などを設けている公

立小学校の割合

％

令和４ 年度

％％

令令和和６６ 年年度度

※４ スタートカリキュラム：小学校に入学した子どもが、保育所・幼稚園・認定こども園などの遊びや生活を通
した育ちと学びを基礎として、主体的に自己を発揮し、新しい学校生活を創り出していくためのカリキュラム
（合科的・関連的な指導や弾力的な時間割の設定に配慮）

取取組組のの進進捗捗 pp--dd--CChheecckk--aa  
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⑦⑦ キキャャリリアア教教育育・・進進路路指指導導のの充充実実
【 （令和７）年度の取組方針】

◆ 幼児教育から高等学校等までの各学校段階を通じた体系的・系統的なキャリア教育を推

進し、自己の進路選択に主体的に取り組む態度と能力の育成を図ります。

◆ 学校と家庭、地域、産業界等との連携を強化し、体験活動をはじめとする教育活動の一

層の充実を図るとともに、地域産業への理解を深め、“ふるさと山口”に貢献する人材の育

成を図ります。

◆ 各学校の特色や児童生徒の実態に応じた一人ひとりの進路実現に向けた取組の一層の充

実を図ります。

◆ 就職を希望する全ての生徒の進路実現並びに主体的な県内就職の促進に向け、知事部局

や関係機関と連携し、組織的な就職支援体制の強化や県内企業への理解を深める取組及び

実践的・体験的な学習活動を推進します。

【主な取組】 （担当課：高校教育課／義務教育課／特別支援教育推進室／地域連携教育推進課）

主主なな取取組組とと内内容容 主主なな取取組組主主体体 予予算算

■ 各学校段階を通じた体系的・系統的なキャリア教育の推進

○ 校種間の連携の強化や継続的な進路指導の充実

・ 校種間の連絡協議会等を活用した取組の促進
県教委

市町教委

・ 「キャリア教育実践事例集」、「キャリア教育年間指導計画作成資料」

を活用した取組の充実

・ 「キャリア・パスポート」の効果的な活用

学校

（小・中）

学校

（小・中・高・特）

○ 中学校における計画的・組織的な進路指導の充実

・ 県市町キャリア教育連携・推進会議における情報共有と情報発信
県教委

市町教委

・ 入学後早期からのキャリア教育の視点に立った計画的な進路指導の充実

・ キャリア・カウンセリングによる子どもたちの状況に応じたきめ細

かな支援の充実

学校

（中）

○ 高等学校等における組織的・系統的・計画的な進路指導の推進

・ 学校の特色や生徒の実態に応じた進路指導計画（進路シラバス）の

工夫・改善

・ スクール・ポリシー※１に基づく進路指導の工夫・改善

・ 教育ダッシュボード※２を活用した進路指導の充実

学校

（高）

■ 職場体験、インターンシップ等の体験活動の充実

○ ＩＣＴ機器等を活用した体験活動の機会の充実

・ 普通科高校における「地域活性型インターンシップ」等の実施 県教委

・ ミラナビ（山口県バーチャル企業見学体験）や高校生向け企業紹介

動画の積極的な活用

・ 地域の企業や教育機関等を訪問する体験活動の実施

学校

（高）

学校

（小・中・高・特）
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○ 各学校と家庭・地域・産業界等との連携強化

・ コミュニティ・スクールの連携・協働体制を活用した職場体験、

インターンシップ等の実施

・ 「やまぐち教育応援団」の活用（登録事業所等団員数：Ｒ７ １月現在 人）

学校

（小・中・高・特）

■ 進路実現に向けた取組の支援の充実

○ 中学校における進路指導の充実

・ キャリア・ガイドブック「夢サポート」の活用

・ 高校教員等を講師とした「進路説明会」の実施

・ 高校生を講師とした「卒業生に学ぶ会」の実施

学校

（中）

○ 高等学校等における県内大学等と連携した学習活動の推進

・ 「やまぐち高大パートナーシップ強化事業」による県内大学等と連

携した学習活動の推進
県教委

・ 県内大学等と連携したキャリア教育の実施
学校

（高）

○ 志の高い高校生等の意欲と学力向上を図る取組の推進

・ 「やまぐちの未来を創る！フロントランナー育成事業」の実施
県教委

○ 進学に関する特色ある取組に対する支援の充実

・ 「学校プランサポート」等による各学校の特色ある取組に対する

支援
県教委

・ 他校と連携した学習合宿等、進路意識の醸成や学習意欲の向上を

図る取組の実施

学校

（高）

○ 総合支援学校におけるキャリア教育・進路指導の充実

・ 「特別支援学校職業自立・進路指導推進協議会」の開催

・ 「きらめき検定」（山口県特別支援学校技能検定）の実施
県教委

・ 個別の教育支援計画や個別の指導計画、キャリア発達段階表等

の活用

学校

（特）

■ 就職支援の充実

○ 生徒一人ひとりの希望を踏まえた組織的できめ細かな就職支援

・ 「高校と地元企業による交流フェア」の企画・渉外等を行う産学連

携コーディネーターの配置

・ 高校１年時から生徒の希望・適性に沿った就職に向けた伴走型支援

を行う人材等の配置

・  教員や就職を希望する生徒等と企業の採用担当者が面談をする場の創出

県教委 

市町教委 

・ 地元優良中小企業を学校に招聘した企業説明会の実施（高・特）

・ キャリアデザインから就職に向けた個別相談・マッチングまでの

総合的な支援（高・特）

・ 教員と企業の採用担当者との情報交換の実施

・ 生徒・保護者と企業の採用担当者との面談の実施

学校 
（中・高・特）

⑦⑦ キキャャリリアア教教育育・・進進路路指指導導のの充充実実
【 （令和７）年度の取組方針】

◆ 幼児教育から高等学校等までの各学校段階を通じた体系的・系統的なキャリア教育を推

進し、自己の進路選択に主体的に取り組む態度と能力の育成を図ります。

◆ 学校と家庭、地域、産業界等との連携を強化し、体験活動をはじめとする教育活動の一

層の充実を図るとともに、地域産業への理解を深め、“ふるさと山口”に貢献する人材の育

成を図ります。

◆ 各学校の特色や児童生徒の実態に応じた一人ひとりの進路実現に向けた取組の一層の充

実を図ります。

◆ 就職を希望する全ての生徒の進路実現並びに主体的な県内就職の促進に向け、知事部局

や関係機関と連携し、組織的な就職支援体制の強化や県内企業への理解を深める取組及び

実践的・体験的な学習活動を推進します。

【主な取組】 （担当課：高校教育課／義務教育課／特別支援教育推進室／地域連携教育推進課）

主主なな取取組組とと内内容容 主主なな取取組組主主体体 予予算算

■ 各学校段階を通じた体系的・系統的なキャリア教育の推進

○ 校種間の連携の強化や継続的な進路指導の充実

・ 校種間の連絡協議会等を活用した取組の促進
県教委

市町教委

・ 「キャリア教育実践事例集」、「キャリア教育年間指導計画作成資料」

を活用した取組の充実

・ 「キャリア・パスポート」の効果的な活用

学校

（小・中）

学校

（小・中・高・特）

○ 中学校における計画的・組織的な進路指導の充実

・ 県市町キャリア教育連携・推進会議における情報共有と情報発信
県教委

市町教委

・ 入学後早期からのキャリア教育の視点に立った計画的な進路指導の充実

・ キャリア・カウンセリングによる子どもたちの状況に応じたきめ細

かな支援の充実

学校

（中）

○ 高等学校等における組織的・系統的・計画的な進路指導の推進

・ 学校の特色や生徒の実態に応じた進路指導計画（進路シラバス）の

工夫・改善

・ スクール・ポリシー※１に基づく進路指導の工夫・改善

・ 教育ダッシュボード※２を活用した進路指導の充実

学校

（高）

■ 職場体験、インターンシップ等の体験活動の充実

○ ＩＣＴ機器等を活用した体験活動の機会の充実

・ 普通科高校における「地域活性型インターンシップ」等の実施 県教委

・ ミラナビ（山口県バーチャル企業見学体験）や高校生向け企業紹介

動画の積極的な活用

・ 地域の企業や教育機関等を訪問する体験活動の実施

学校

（高）

学校

（小・中・高・特）
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※１ スクール・ポリシー：各高等学校等における教育活動の指針となる３つの方針（「グラデュエーション・ポリ

シー」、「カリキュラム・ポリシー」、「アドミッション・ポリシー」）

※２ 教育ダッシュボード：児童生徒の教育データをグラフや表等で可視化し、児童生徒やクラスの状況をより的

確に把握できるようにするための画面や機能

主な指標
基準値

計画策定時
最最新新値値

目標値
令和９ 年度

中学校・高校卒業者のうち進路決定

者の割合

中

高

令和３ 年度

中中

高高

令令和和５５ 年年度度

中 ％

高 ％

将来の夢や目標をもっている児童生

徒の割合（公立小・中学校）

小

中

令和５ 年度

小小

中中

令令和和６６ 年年度度

小 ％

中 ％

地域と連携して「 成人式」や「立

志式」を行っている公立小・中学校の

割合

小

中

令和４ 年度

小小

中中

令令和和５５ 年年度度

高校生等の就職決定率
％

令和４ 年度

％％

令令和和５５ 年年度度
％

高校生等の県内就職割合
％

令和３ 年度

％％

令令和和５５ 年年度度

在学中に体験的なキャリア教育 イ

ンターンシップ、大学・企業訪問等

を経験した高校生等の割合

高 ％

令和４ 年度

高高 ％％

令令和和５５ 年年度度
高

○ 就職に向けた意識の醸成と県内産業等への理解促進

・ 県内企業の優れた技術や魅力の理解を図る体験型セミナーの開催

・ 就職に向けた意識を醸成し、社会・職業への円滑な移行を図るセミ

ナーの開催

県教委

・ 「ものづくり産業魅力体験セミナー」等への参加

・ 山口しごとセンターやハローワーク等と連携したガイダンスの実施

学校

（高・特）

○ 職業人に求められる資質能力の育成

・ ＤＸや働き方改革に先進的に取り組んでいる企業への訪問の推進

・ 産業界のＤＸの進展に伴い必要となる知識・技術の習得の支援
県教委

・ 産業現場や施設の見学、企業で働いている方との意見交換会の実施

・ 学科の専門性に応じた技術講習会や実習の実施

学校

（高・特）

取取組組のの進進捗捗 pp--dd--CChheecckk--aa  
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○○ キキャャリリアア教教育育推推進進のの視視点点

○○ 小小・・中中・・高高をを通通じじたた体体系系的的・・系系統統的的なな取取組組をを推推進進

＜発達の段階に応じて、夢や目標を考える（夢をデザインする）視点＞

○○ 学学校校でで学学ぶぶこことととと社社会会ととのの接接続続をを意意識識しし、、学学校校教教育育活活動動全全体体をを通通じじててキキャャリリアア教教育育をを推推進進

発達の段階

３つの視点

小学校（小学部） 中学校（中学部） 高等学校（高等部）

低学年 中学年 高学年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年

自自分分ががししたたいいこことと

自自分分ががででききるるこことと

社社会会がが求求めめてていいるるこことと

参参考考

様々な体験等を通じて自分がしたいことを見つけ、将来の夢や目標につなげる 

夢や目標の実現に向けて継続的に努力し、自分ができることを増やし自分のよさを伸ばす 

社会の一員としての自覚を深め、自分の役割を果たそうとする意欲や能力を高める 

学学習習意意欲欲

・ 日々の教科等の授業において、学習内容と社会
や職業との関連を意識させる工夫

・ 教科指導の中でもキャリア教育をしていると
いう教員の認識

・ 将来の夢を描くことに加え、「働くこと」の実
際や必要な資質・能力の育成につながる指導の
工夫

・ 体験活動（職場見学、職場体験、インターンシ
ップ等）の事前・事後指導の充実

・ 学校と家庭・地域、産業界等の連携強化 など

◇◇ 学学力力のの向向上上

◇◇ 基基礎礎的的・・汎汎用用的的能能力力

のの育育成成

学学習習意意欲欲

「「子子どどももたたちちにに学学びびとと社社会会やや仕仕事事ののつつななががりりをを伝伝ええるる」」

～～学学校校とと家家庭庭・・地地域域、、産産業業界界等等のの連連携携をを通通じじてて～～

「
学
習
意
欲
」
に
も
波
及

・・ 学学ぶぶ目目的的のの明明確確化化

・・ 学学びびのの内内容容とと社社会会ととののつつななががりりのの重重視視

・・ 教教科科・・科科目目のの学学びびがが社社会会やや仕仕事事でで活活用用

さされれるるここととのの実実感感

発発達達のの段段階階にに応応じじてて

小学校段階から教育活動全体を

通じての系統的取組の積み上げ

体体験験活活動動をを重重視視ししてて

職場体験、インターンシップ等

の体験活動の充実

連連携携・・協協力力ししてて

学校と家庭、地域、産業界等との

連携・協力体制の強化

夢夢やや目目標標ををももちち、、一一人人のの社社会会人人ととししてて自自
立立ででききるるよようう、、自自分分ににふふささわわししいい生生きき方方
をを実実現現ししよよううととすするる意意欲欲やや態態度度、、能能力力をを
育育成成すするる

本県キャリア教育のねらい

※１ スクール・ポリシー：各高等学校等における教育活動の指針となる３つの方針（「グラデュエーション・ポリ

シー」、「カリキュラム・ポリシー」、「アドミッション・ポリシー」）

※２ 教育ダッシュボード：児童生徒の教育データをグラフや表等で可視化し、児童生徒やクラスの状況をより的

確に把握できるようにするための画面や機能

主な指標
基準値

計画策定時
最最新新値値

目標値
令和９ 年度

中学校・高校卒業者のうち進路決定

者の割合

中

高

令和３ 年度

中中

高高

令令和和５５ 年年度度

中 ％

高 ％

将来の夢や目標をもっている児童生

徒の割合（公立小・中学校）

小

中

令和５ 年度

小小

中中

令令和和６６ 年年度度

小 ％

中 ％

地域と連携して「 成人式」や「立

志式」を行っている公立小・中学校の

割合

小

中

令和４ 年度

小小

中中

令令和和５５ 年年度度

高校生等の就職決定率
％

令和４ 年度

％％

令令和和５５ 年年度度
％

高校生等の県内就職割合
％

令和３ 年度

％％

令令和和５５ 年年度度

在学中に体験的なキャリア教育 イ

ンターンシップ、大学・企業訪問等

を経験した高校生等の割合

高 ％

令和４ 年度

高高 ％％

令令和和５５ 年年度度
高

○ 就職に向けた意識の醸成と県内産業等への理解促進

・ 県内企業の優れた技術や魅力の理解を図る体験型セミナーの開催

・ 就職に向けた意識を醸成し、社会・職業への円滑な移行を図るセミ

ナーの開催

県教委

・ 「ものづくり産業魅力体験セミナー」等への参加

・ 山口しごとセンターやハローワーク等と連携したガイダンスの実施

学校

（高・特）

○ 職業人に求められる資質能力の育成

・ ＤＸや働き方改革に先進的に取り組んでいる企業への訪問の推進

・ 産業界のＤＸの進展に伴い必要となる知識・技術の習得の支援
県教委

・ 産業現場や施設の見学、企業で働いている方との意見交換会の実施

・ 学科の専門性に応じた技術講習会や実習の実施

学校

（高・特）
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高校と県内大学との連携を一層強めることにより、主体的な進路選択による県内大学への進学

意識の向上を図り、若者の県内定着を促進します。

総合支援学校で、子どもたちの自立と社会参加につながるよう、各学部において育てたい力

を整理したキャリア発達段階表等を活用して、きめ細かな進路指導を行います。

キャリア発達段階表と指導内容（例）

県県内内大大学学等等へへのの進進学学促促進進にに向向けけたた高高大大連連携携のの推推進進
～やまぐち高大パートナーシップ強化事業～ （担当：高校教育課）

～大学等地域活性化人材育成推進事業～ （担当：総務部学事文書課）

総総合合支支援援学学校校ににおおけけるる進進路路指指導導のの推推進進
～キャリア発達段階表等の活用によるきめ細かな支援～ 担当：特別支援教育推進室

参考資料：国立特別支援教育総合研修所「知的障害のある児童生徒のキャリアプランニング・マトリックス」
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＜＜県県参参考考資資料料＞＞

義務教育課・高校教育課「山口県キャリア教育の推進」

就就職職支支援援のの充充実実～～明明日日ののややままぐぐちちをを創創るる！！高高校校生生就就職職支支援援事事業業～～

担当：高校教育課／特別支援教育推進室

新規高校卒業者を取り巻く雇用情勢を踏まえ、「ガイダンスの充実」と「マッチングの促進」に重

点をおき、関係部局等と連携しながら、１年時から生徒一人ひとりに寄り添った組織的できめ細かな

就職支援を推進し、就職を希望する生徒の進路実現を図る。

就職を希望する生徒の進路実現

（生徒の主体的な県内就職・県内定住の促進）

【関係部局等との連携】 産業労働部・山口労働局・市町・商工会議所 他

◇◇  ＩＩＣＣＴＴをを活活用用ししたた就就職職支支援援：：県県内内企企業業情情報報のの提提供供、、労労働働法法制制等等ににつついいてて学学ぶぶ動動画画のの配配信信等等  

「ガイダンスの充実」

■高校生キャリアデザイン支援事業 

⇒ 県内産業や山口県の魅力の理解

促進、県内就職・県内定住に向けた

意識の醸成 
 
 

◇◇  ももののづづくくりり産産業業魅魅力力体体験験セセミミナナーー  

・  県内企業の技術者等による講義

や演習を通して、県内企業の優れた

技術や魅力の理解を図る体験型セ

ミナーの実施 

 

◇◇  ややままぐぐちち魅魅力力発発見見セセミミナナーー  

・  ライフプランニングや社会人とし

て求められる資質等について考え

るワークショップの実施 

・  県内に就職した卒業生や本県にＩ

ターン等した若者が、山口県や県

内企業等の魅力について語るセミ

ナー及び座談会の実施 

 

◇◇  ややままぐぐちち仕仕事事探探究究セセミミナナーー  

・  社会・職業への円滑な移行を図

るため、労働法制等に関するガイ

ダンスの実施 

・  高校生を取り巻く雇用環境や地

域産業の雇用動向等に関するガ

イダンス等の実施 

■やまぐち産学マッチング事業 
⇒ 生徒の適切な職業選択と県内優良中小企業とのマッチングの促進

◇◇  高高校校とと地地元元企企業業にによよるる交交流流フフェェアア  
・
・ 交流フェアの企画・渉外を担当する、産学連携コーディネーターの
配置（公立学校に２名配置）

◇◇  就就職職支支援援をを担担うう人人材材等等配配置置  

・ １年時から個別相談等を行い、生徒の希望・適性に沿った伴走型
支援の実施

・ キャリアデザインから就職に向けた個別相談・マッチングまでを
総合的に支援

・ 求人情報等を集約し、県内全域で共有
【総合支援学校就職支援コーディネーター（公立学校に４名配置）】

・ 総合支援学校に在籍する生徒の現場実習先の開拓、就職支援
・ 障害者雇用に関する理解促進

◇◇  ふふるるささとと山山口口企企業業合合同同就就職職フフェェアア  
・ 高校生、保護者と企業の採用担当者との面談
◇◇  県県内内就就職職促促進進協協議議会会  
・ 教員等と企業の採用担当者との情報交換
◇◇  県県内内企企業業訪訪問問（（応応募募前前職職場場見見学学等等））  
・ 応募前職場見学、教員等による企業訪問・職場定着に向けた支援

「マッチングの促進」

■やまぐちリーディングカンパニー連携事業 
⇒ ＤＸを推進している企業や各産業分野で主導的な地位にある企業と
連携した企業見学・実習を推進

◇◇  ややままぐぐちちリリーーデディィンンググカカンンパパニニーー訪訪問問事事業業  
・ ＤＸに関する取組や働き方改革を推進している企業への訪問、企業
で働いている方との意見交換等を実施 
◇◇  デデジジタタルルススキキルル習習得得支支援援事事業業  
・ 産業界のＤＸの進展に伴い必要となる知識・技術の習得を支援
・ 企業や学校の施設・設備を活用した実習を実施

高校と県内大学との連携を一層強めることにより、主体的な進路選択による県内大学への進学

意識の向上を図り、若者の県内定着を促進します。

総合支援学校で、子どもたちの自立と社会参加につながるよう、各学部において育てたい力

を整理したキャリア発達段階表等を活用して、きめ細かな進路指導を行います。

キャリア発達段階表と指導内容（例）

県県内内大大学学等等へへのの進進学学促促進進にに向向けけたた高高大大連連携携のの推推進進
～やまぐち高大パートナーシップ強化事業～ （担当：高校教育課）

～大学等地域活性化人材育成推進事業～ （担当：総務部学事文書課）

総総合合支支援援学学校校ににおおけけるる進進路路指指導導のの推推進進
～キャリア発達段階表等の活用によるきめ細かな支援～ 担当：特別支援教育推進室

参考資料：国立特別支援教育総合研修所「知的障害のある児童生徒のキャリアプランニング・マトリックス」
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